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(57)【要約】
【課題】気象データを出力するためのシステム及び方法
を提供する。
【解決手段】複数の地理的位置に関連する気象データを
格納するように構成された気象情報データベースと、ユ
ーザからの複数のユーザ特定の場所及び１つのユーザ定
義のクエリーを受信するように構成されたグラフィカル
ユーザインターフェースと、前記ユーザ特定の場所及び
前記ユーザ定義のクエリーを格納するように構成された
ユーザ情報データベースと、前記ユーザ定義のクエリー
を満たす前記ユーザ特定の場所を、前記グラフィカルユ
ーザインターフェースを介して、リストとして、又は前
記ユーザ特定の場所の可視指示を含む地図として、同時
に出力するように構成された分析ユニットと、を備える
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の地理的位置に関連する気象データを格納するように構成された気象情報データベ
ースと、
　複数のユーザ特定の場所を受信すると共に、少なくとも１つのユーザ特定の気象コンデ
ィション又は少なくとも１つの気象関連警告を含む１つのユーザ定義のクエリーを個別に
構築する機能をユーザに提供する、ように構成されたグラフィカルユーザインターフェー
スであって、前記機能は、問い合わせ言語、数学的なオペレーター、又は論理結合を前記
ユーザ定義のクエリーに含める機能を含む、グラフィカルユーザインターフェースと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザから受信した前記複数の
ユーザ特定の場所及び前記ユーザ定義のクエリーを格納するように構成されたユーザ情報
データベースと、
　前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数のユーザ特定の場所を、前記グラフィカル
ユーザインターフェースを介して、リストとして、又は前記複数のユーザ特定の場所の可
視指示を含む地図として、同時に出力するように構成された分析ユニットと、
　を備えるシステム。
【請求項２】
　複数の地理的位置に関連する気象データを受信するステップと、
　複数のユーザ特定の場所を受信するステップと、
　少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディション又は少なくとも１つの気象関連警告
を含む１つのユーザ定義のクエリーを個別に構築する機能をユーザに提供する、グラフィ
カルユーザインターフェースを提供するステップであって、前記機能は、問い合わせ言語
、数学的なオペレーター、又は論理結合を前記ユーザ定義のクエリーに含める機能を含む
、ステップと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザから受信した前記複数の
ユーザ特定の場所及び前記ユーザ定義のクエリーを格納するステップと、
　前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数のユーザ特定の場所を、前記グラフィカル
ユーザインターフェースを介して、リストとして、又は前記ユーザ特定の場所の可視指示
を含む地図として、同時に出力するステップと、
　を含む方法。
【請求項３】
　前記気象データは、歴史的な気象コンディションを含み、
　前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数のユーザ特定の場所を出力するステップは
、前記複数のユーザ特定の場所を、前記ユーザ定義のクエリーを満たす歴史的な気象コン
ディションと共に出力する、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記気象データは、複数の現在の、歴史的な、及び予測の気象コンディション及び複数
の気象関連警告を含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記気象データは、複数の気象関連警告を含んでおり、前記気象関連警告は、川洪水警
報、雷雨監視ボックス、トルネード監視ボックス、メソスケールディスカッション、ポリ
ゴン警告、地域／国家警告、展望、報告、監視、特別気象声明、稲妻警告、雷雨警告、豪
雨警告、強風警告、高温又は低温警告、小規模じょう乱報告、地震、又はハリケーンの影
響予測を含んでいる、
　請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記複数のユーザ特定の場所は、複数の設備場所である、
　請求項２に記載の方法。
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【請求項７】
　前記ユーザ特定の場所は、道路の一部、線路の一部、又は２つ以上の前記地理的位置の
間の直線の又は非直線の道である、
　請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　ネットワークを介してモバイルコンピュータシステムの場所を前記モバイルコンピュー
タシステムから受信するステップであって、前記モバイルコンピュータシステムの前記場
所は、前記モバイルコンピュータシステムの前記場所を決定するように構成された場所検
出ユニットによって決定されるステップと、
　前記モバイルコンピュータシステムの前記場所に基づいて、前記ユーザ特定の場所を決
定するステップと、を更に含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象関連警告を含み、及び
、前記ユーザ定義のクエリーは、前記複数の気象関連警告の少なくとも１つの気象関連警
告を含み、
　前記気象データが前記複数のユーザ特定の場所において前記少なくとも１つの気象関連
警告を含むか否かを決定することによって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユー
ザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するステップ、
　を含む請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ユーザ定義のクエリーは、ユーザ特定の距離閾値を更に含み、及び、前記気象デー
タが前記複数のユーザ特定の場所から前記距離閾値以内の前記地理的位置の１つにおける
前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを決定することを含むことによって、前
記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するス
テップ、
　を含む請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ユーザ定義のクエリーは、ユーザ特定の時限を更に含み、及び、前記複数のユーザ
特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定する前記ステップは、
前記気象データが前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の時限の間に前記
少なくとも１つの気象関連警告が発行されたことを示すか否かの決定するステップ、
　を含む請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　更新された気象データを繰り返し受信し、前記更新された気象データが前記複数のユー
ザ特定の場所における前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを決定するステッ
プを含み、
　前記更新された気象データが前記複数のユーザ特定の場所における前記少なくとも１つ
の気象関連警告を含むか否かを決定するステップは、前記更新された気象データが前記複
数のユーザ特定の場所における前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを、自動
的に及び繰り返し、決定するステップを含む、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、前記ユーザ定義のクエリーは、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つのユー
ザ特定の気象コンディション、及び前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディショ
ンに関連する気象関連閾値を含み、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義の
クエリーを満たすか否かを決定する前記ステップは、前記少なくとも１つのユーザ特定の
気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、
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　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かの決定するステップを含む、
　請求項２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザ定義のクエリーは、ユーザ特定の距離閾値を更に含み、及び、前記複数のユ
ーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するステップは、
前記少なくとも１つの気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所からの前記ユーザ特定の距離閾値以下の１つの前記地理
的位置における前記気象関連閾値以上であるか、又は
　　前記複数のユーザ特定の場所からの前記ユーザ特定の距離閾値以下の１つの前記地理
的位置における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かの決定するステップを含む、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザ定義のクエリーは、ユーザ特定の時限を更に含み、及び、前記複数のユーザ
特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するステップが、
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の時限の間に前記気象関連閾値
以上であったか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の時限の間に前記気象関連閾値
以下であったか、
　を示す気象関連データを気象情報データベースが含むか否かを決定するステップを含む
、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　更新された気象データを繰り返し受信するステップと、
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所において前記気象関連閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所において前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かを決定するステップと、
　を含む請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションを前記気象データが含むか否か
を決定する前記ステップは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かを、自動的に及び繰り返し決定するステップ、を含む、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数のユーザ特定の場所のどれが前記ユーザ定義のクエリーを満たすかの決定に基
づいて、ビジネス活動を開始するステップ、
　を含む請求項２に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ビジネス活動を開始するステップは、前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数
のユーザ特定の場所へのメッセージを出力するステップを含む、
　請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　命令を格納したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、
　前記命令がプロセッサーに実行されることにより、
　前記プロセッサーに、
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　複数の地理的位置に関連する気象データを受信するステップと、
　複数のユーザ特定の場所を受信するステップと、
　問い合わせ言語、数学的なオペレーター、又は論理結合を含む１つのユーザ定義のクエ
リーを構築する機能をユーザに提供するグラフィカルユーザインターフェースを提供する
ステップであって、前記ユーザ定義のクエリーは、少なくとも１つのユーザ特定の気象コ
ンディション又は少なくとも１つの気象関連警告を含む、ステップと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザから受信した前記複数の
ユーザ特定の場所及び前記ユーザ定義のクエリーを格納するステップと、
　前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数のユーザ特定の場所を、前記グラフィカル
ユーザインターフェースを介して、リストとして、又は前記ユーザ特定の場所の可視指示
を含む地図として、同時に出力するステップと、
　を行わせる、コンピュータ読み取り可能な記録媒体。
　
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
背景
　事前の警告が無ければ、悪天候は、ビジネス及び組織に金融及び安全のリスクの両方を
与える。一方で、好天気及び悪天候の両方のコンディションについての正確で信頼性のあ
る予測は、顧客ニーズを予測し、より良い物流計画及びより良い能力を可能にすることに
よって、組織に競合優位性をもたらす。産業及び組織が世界中に広がるにつれて、数百あ
るいは数千の絶えず変化する場所をモニタするために、増大する努力を必要とすることが
証明されてきた。また、組織は、移動する従業員の気象条件をモニタすることを、望むか
もしれない。このようなデータの量を追跡することは、人材が豊富で技術的に精通した組
織をも圧倒し得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　従来のシステムは、組織が関心を有する場所における気象条件及び気象関連の警告をモ
ニタするために、気象予測会社と契約することを組織に許容する。従来の方法は、しかし
ながら、気象条件、気象関連の警告、及び組織の関心がある場所を特定するために、気象
予測会社にコンタクトすることを組織に要求する。組織の地理的な範囲が変化する場合、
あるいは、関心がある気象条件又は警告の変更を組織が望む場合、従来の方法は、気象予
測会社が必要な変更を行い得るように、気象予測会社に再度コンタクトすることを組織に
要求する。従来の方法における非効率な点は、ダイナミックな組織が、金融及び安全のリ
スクを最小化する、物流を改善する、及びよりよく顧客のニーズを予期するために組織が
必要とする情報を、迅速かつ効率的に受けることを阻止することである。
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　関連技術におけるこれらの及び他の不利な点を克服するために、ユーザ特定の気象照会
に基づいて、ユーザ特定の場所に関連する気象データを出力するための、カスタマイズ可
能な気象分析システム及び方法が提供される。システムは、ユーザ特定の場所、ユーザ特
定の気象コンディション及び閾値、気象関連警告、及び／又はユーザ特定のタイムフレー
ムに基づいて、気象データを出力してよい。気象データは、ユーザ選択のモジュールを介
して、グラフィカルユーザインターフェースによって出力されてよい。システムは、また
、気象関連警告、あるいは、ユーザ特定の気象関連通知閾値に基づいて、通知を出力して
よい。通知は、ユーザ特定の手順を含んでよい。手順は、ユーザ特有、ユーザ役割特有、
場所特有、及び／又は警告特有であってよい。悪天候コンディションに関する気象関連警
告が発行される場合において、悪天候コンディションがユーザ特定の場所に影響しないで
あろう場合には、システムは、また、ヌル警告を出力してよい。システムは、また、ユー
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ザに通知及びヌル警告を確認可能にしてよく、及び、他のユーザにこれらの通知が確認さ
れたか否かを他のユーザに視認可能にしてよい。システムは、また、ユーザにクエリーを
定義可能にしてよく、及び、ユーザ特定の場所のどれがユーザ定義のクエリーを満たすか
を決定可能にしてよい。システムは、また、ユーザに、カスタムデザイン入力を受けるこ
と、及び／又は、気象が分析のコンポーネントを提供する、ビジネス変数に関して定義さ
れるシステムから推奨のビジネス活動ステップを受けること、を許容してよい。
【０００４】
　カスタマイズ可能な気象分析システム及び方法は、ユーザに、ユーザ特定の場所、及び
（ユーザ特定の気象コンディション、興味の気象関連警告、ユーザ特定のタイムフレーム
、ユーザ選択のモジュール、ユーザ特定の通知閾値、及びユーザ定義のクエリーを含んで
いる）ユーザ特定の気象照会を、グラフィカルユーザインターフェースを介して、入力可
能に及び修正可能にする。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】本発明の例示の実施形態に係る、システムによって出力されるグラフィカルユー
ザインターフェースの地図ビューを示す図である。
【図２】本発明の例示の実施形態に係る、システムの概要図である。
【図３】本発明の例示の実施形態に係る、図２にて図示されているシステムのブロック図
である。
【図４Ａ】乃至
【図４Ｃ】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースのダッ
シュボード図である。
【図５】乃至
【図６】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースによって
出力されてよい、循環コンテンツモジュールの図である。
【図７】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースによって
出力されてよい、追加のモジュールの図である。
【図８】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースへの、気
象情報出力のためのプロセスのフローチャートである。
【図９】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースによって
出力される通知の図である。
【図１０】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースへの、
気象情報出力のためのプロセスのフローチャートである。
【図１１】本発明の他の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースへ
の、通知出力のためのプロセスのフローチャートである。
【図１２】本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースの通知
ビューの図である。
【図１３】本発明の例示の実施形態に係る、クエリーの図である。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　例示の実施形態の側面は、関連する図面の参照でよりよく理解されてよい。図面におけ
るコンポーネントは、スケールに必須でなく、代わりに、例示の実施形態の原理を図示す
ることにおいて強調がおかれている。
【０００７】
　本発明の例示的な実施形態の様々な視点を図示している図面の参照がここで行われた。
図面及び本明細書での図面の記載において、ある技術は、便宜のために用いられており、
及び、本発明の実施の形態に限定するようにとられるわけではない。また、図面及び下記
において、同様な符号は通して同様なエレメントを示す。
【０００８】
　図１は、本発明の例示的な実施形態に係る、システム２００によって出力されたグラフ
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ィックユーザインターフェース（ＧＵＩ）の地図ビューを図示する。
【０００９】
　以下に記載のように、システム２００は、気象関連のイベントがユーザにとっての興味
の場所を脅かすときに、気象関連の警告及び通知を出力することにより、気象関連の安全
及び金融のリスクを最小化することをユーザに可能にする。システム２００は、また、ユ
ーザにとっての興味の場所に影響を与える（良い及び悪い及び好意的な及び好意的でない
）コンディションに関する現在の、歴史的な、及び予測の気象情報を提供することによっ
て、そして、これらのコンディションに関連する応答手順を生成すること及び広めること
をユーザに可能にすることにより、競争的利点を提供する。
【００１０】
　図２は、システム２００の概要を図示している。システム２００は、１つ以上のサーバ
ー２１０、及び、例えば１つ以上のパーソナルシステム２５０及び１つ以上のモバイルコ
ンピュータシステム２６０のような、複数のリモートコンピュータシステム２４０にネッ
トワーク２３０を介して接続された１つ以上のデータベース２２０を備えてよい。
【００１１】
　１つ以上のサーバー２１０は、内部ストレージ装置２１２及びプロセッサー２１４を備
えてよい。１つ以上のサーバー２１０は、例えば、アプリケーションサーバー及びリモー
トコンピュータシステム２４０によってアクセス可能であるウェブサイトをホストするウ
ェブサーバを含んでいるいくつかの適切なコンピューティング装置であってよい。１つ以
上のデータベース２２０は、サーバー２１０の内部であってよく、このケースでは、これ
は、内部ストレージ装置２１２に格納されてよく、あるいは、これは、サーバー２１２の
外部であってよく、このケースでは、これは、例えば、外部ハードディスクアレイ又は個
体型メモリのような、外部非一時的コンピュータ読み取り可能記憶媒体に格納されてよい
。１つ以上のデータベース２２０は、単一の装置又は多数の装置に格納されてよい。ネッ
トワーク２３０は、インターネット、セルラーネットワーク、広域ネットワーク（ＷＡＮ
）、構内ネットワーク（ＬＡＮ）等のいくつかの組み合わせであってよい。ネットワーク
２３０を介する通信は、有線及び／又は無線接続によって実現されてよい。リモートアク
セスコンピュータシステム２４０は、ネットワーク２３０を介してデータを送信及び／又
は受信するように構成された適切な電子機器であってよい。リモートコンピュータシステ
ム２４０は、例えば、パーソナルコンピュータ、ノート型コンピュータ、スマートフォン
、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、タブレット、ネットワークコンピュータ
、ポータブル気象検出器、ＧＰＳ衛星（ＧＰＳ）受信機、ネットワーク接続された車両等
のような、ネットワーク接続されたコンピューティング装置であってよい。パーソナルコ
ンピュータシステム２５０は、内部ストレージ装置２５２、プロセッサー２５４、出力装
置２５６及び入力装置２５８を備えてよい。１つ以上のモバイルコンピュータシステム２
６０は、内部ストレージ装置２６２、プロセッサー２６４、出力装置２６６及び入力装置
２６８を備えてよい。内部ストレージ装置２１２、２５２、及び／又は２６２は、プロセ
ッサー２１４、２５４、又は２６４によって実行されたときに、以下の特徴の関連する部
分を実行するソフトウェア命令を格納するための、例えばハードディスク又は個体型メモ
リのような、非一時的コンピュータ読み取り可能記憶媒体であってよい。プロセッサー２
１４、２５４、及び／又は２６４は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、グラフィック処理ユ
ニット（ＧＰＵ）等を備えてよい。プロセッサー２１４、２５４、及び２６４は、単一の
半導体チップ、あるいは、１つ以上のチップとして実現されてよい。出力装置２５６及び
／又は２６６は、ディスプレイ、スピーカー、外部ポート等を備えてよい。ディスプレイ
は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、発光ポリマーディスプレイ（ＬＰＤ）、発光ダイオー
ド（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）等のような、可視光を出力するように構
成された、いくつかの適切な装置であってよい。入力装置２５８及び／又は２６８は、キ
ーボード、マウス、トラックボール、スチール又はビデオカメラ、タッチパッド等を備え
てよい。タッチパッドは、タッチセンシティブディスプレイ又はタッチスクリーンを形成
するために、ディスプレイに重畳又は実装されてよい。
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【００１２】
　システム２００は、単一のユーザによって又は多数のユーザによって同時に用いられて
よい。システム２００は、アクセス可能でありサーバー２１０によって実行され及び／又
はリモートコンピュータシステム２４０によってダウンロード及び実行されるソフトウェ
ア命令によって実現されてよい。本明細書にて用いられているように、用語「ユーザ」は
、個人、組織、又はエンティティを指し得る。本明細書にて用いられているように、用語
「ユーザ特定」又は「ユーザ定義」及び同様なものは、ユーザによる、あるいは、ユーザ
による他の情報入力に基づいてシステム２００によって決定されるいくつかの情報入力を
指し得る。システムのユーザが組織であってよいので、システムは、異なる個人ユーザに
よって特定又は定義された「ユーザ特定」又は「ユーザ定義」の値に基づいて、１人の個
人ユーザに情報を出力してよい。すなわち、本明細書にて用いられているように、システ
ム２００は、第２のユーザによって特定された「ユーザ特定」の値に基づいて、第１のユ
ーザに情報を出力してよい。
【００１３】
　システム２００のグラフィックユーザインターフェースは、図１に図示された地図ビュ
ー１００と同様な地図ビューを備える。地図ビュー１００は、衛星イメージ、通りレベル
の地図、地形学の情報、地形情報等をユーザに見せることを可能にしてよい。システム２
００は、地図ビュー１００に示された地球の区分された地域に、現在の、歴史的な、及び
予測の空のコンディション、地表のコンディション、公共警告、スカイガード警告、落雷
、小規模じょう乱報告、ハリケーンの影響予測、野火情報、及び地震と共に、レーダー及
び赤外線の衛星イメージを重畳させることをユーザに可能にしてよい。
【００１４】
　ユーザに利用可能なレーダー及び赤外線の衛星イメージは、例えば、米国国家レーダー
モザイク、カナダ環境省、個人レーダサイトからのローカルレーダー、米国赤外線衛星、
世界赤外線衛星等から利用可能なデータ又はイメージを備えてよい。
【００１５】
　現在の、歴史的な、及び予測の空のコンディションは、例えば、空が部分的に曇ってい
る、曇っている、雨降りである、部分的に晴れている等であるか否かを示してよい。シス
テム２００は、また、日中の空のコンディションと夜間の空のコンディションとの間を識
別してよい。空のコンディションの情報は、例えば、アキュウェザー（ＡｃｃｕＷｅａｔ
ｈｅｒ）によって提供されてよい。
【００１６】
　現在の、歴史的な、及び予測の地表のコンディションは、固定された場所の気温、降水
、湿度、紫外線インデックス、突風、及び持続する風を含んでよい。地表のコンディショ
ンの情報は、例えば、アキュウェザー世界現コンディションデータベース、気象同化デー
タ摂取システム（ＭＡＤＩＳ）等によって提供されてよい。
【００１７】
　公共警告は、例えば、国家気象サービス（ＮＷＳ）、カナダ環境省等によって発行され
てよい。システム２００は、警告タイプ、開始及び終了時間を視認すること、及び地図ビ
ュー１００において完全な警告テキストにアクセスすることを可能にしてよい。ＮＷＳに
よって発行されて地図ビュー１００において利用可能な公共警告は、川洪水警報、雷雨監
視ボックス、トルネード監視ボックス、メソスケールディスカッション、ポリゴン警告、
地域／国家警告等を含んでよい。ＮＷＳ警告は、展望、報告、監視、警告、特別気象声明
等を含んでよい。カナダ環境省によって発行される公共警告は、（例えば、地域又は小地
域のような）影響のエリア、（例えば、砂塵嵐、ハリケーン、高潮等のような）自然災害
、（例えば、降雨、猛烈な雷雨、トルネード、強風等のような）悪天候、（例えば、ブリ
ザード、温度限界、凍結、霜、雪のスコール、吹雪等のような）冬の気象を含んでよい。
【００１８】
　スカイガード警告は、例えば、気温、降雨、風、落雷等のような特定のクリティカルな
閾値による極端な気象イベントの通知を提供するために、アキュウェザーエンタープライ
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ズソリューション社からの気象学者によって発行された警告を含んでよい。スカイガード
警告は、イベントによって影響されるように予報される場所又は領域に視覚的に示されて
よい。地図ビュー１００は、ユーザ特定の場所又はユーザ特定のクリティカルな場所に影
響を与えるスカイガード警告のみを出力するように構成されてよい。システム２００は、
例えば、各予め定められた又は場所に特定のユーザ提供の情報（例えば、個別管理者又は
緊急応答隊員等のためのコンタクト情報）と共に、開始時間、終了時間、ユーザ特定の場
所、コンディション（稲妻、雷雨、豪雨、強風、高温等）、及びスカイガードの気象学者
からのコメントのような、各警告に関する詳細をユーザに視認可能にしてよい。スカイガ
ード稲妻警告は、また、「稲妻リング」（すなわち、スカイガード稲妻警告のために用い
られる距離と一致する径リング）の視覚表現を含んでよい。
【００１９】
　落雷は、例えば、雲対雲及び雲対地落雷を含んでよい。落雷は、リアルタイム又は準リ
アルタイムにて視覚化されてよい。落雷データは、例えば、ヴァイサラ（Ｖａｉｓａｌａ
’ｓ）国家稲妻検出ネットワーク（ＮＬＤＮ）からであってよい。
【００２０】
　小規模じょう乱報告は、例えば、法の執行人員、救急発送係、救急管理当局、消防士、
救急医療士、嵐チェイサー、及び他の個人のような監視人からのレポートを含んでよい。
小規模じょう乱報告は、例えばトルネード、猛烈な雷雨、強風、稲妻関連の損害、降雪、
氷量等のような詳細な気象関連のイベントであってよい。システム２００は、カテゴリ、
イベントタイプ、報告データ及び時間、イベントの大きさ、観察場所（都市、郡、及び州
）及び監視人によって提供されるリマークに関する詳細をユーザに視認可能にしてよい。
地図ビュー１００は、イベントの場所の経度及び緯度に近いあるいは当該経度及び緯度に
おける小規模じょう乱報告を視覚化してよい。小規模じょう乱報告は、例えば、国家気象
サービスによって収集及び供給されてよい。
【００２１】
　地震は、震央の経度及び緯度にて視覚的に表現されてよい。システム２００は、ユーザ
特定又は予めプログラムされた閾値（例えば、４．０以上）よりも大きいマグニチュード
の地震を表示するように構成されてよい。システム２００は、例えば、発生の日付及び時
間、震央の経度及び緯度、深さ、及びマグニチュードのような地震の詳細を視認すること
をユーザに可能にしてよい。地震のデータは、例えば、米国地質調査（ＵＳＧＳ）によっ
て提供されてよい。
【００２２】
　野火情報は、現在の境界線の場所、ホットスポット、消防士との及びからの最近の通信
を含んでよい。野火情報は、インタラクティブマップにて又は他の手法によって、表示又
は伝達されてよい。野火情報は、リアルタイム、準リアルタイム、あるいは、トレンドと
共に及び無しの最近のサマリにて伝達されてよい。野火情報は、場所及び現実又は計画さ
れた風速、風速度、エレベーション、降水等による燃料装荷の見積もり又は測定値と組み
合わされてよい。消防士と及びからの通信は、音声から変換されたテキストとして、ある
いは、（例えば、実装オーディオプレーヤーを介しての）現実の音声通信として伝達され
てよい。
【００２３】
　ハリケーンの影響予測は、嵐の現在の場所、嵐のための予測ポイント、嵐がある場所に
いつ到達するであろうかの時間、予測ポイントの間のトラックライン、ハリケーンが移動
するであろう潜在的なエリア、ハリケーン風区域（すなわち、嵐の中央からのハリケーン
風力（７４ｍｐｈ）の範囲）、台風の風区域（すなわち、選択された嵐の中央からの台風
の風力（３９ｍｐｈ）の範囲）、影響における米国及び国際熱帯監視及び警告、ハリケー
ンの風量の見込み、陸地所見を生成する熱帯システムの海岸線における高潮のための予測
、雨量可能性、特定の期間（例えば、嵐の予測時間におけるはじめの２４時間）における
生命及び財産へのリスクのための予測、最大持続風、最大突風を含んでよい。ハリケーン
の影響予測は、例えば、アキュウェザーによって提供されてよい。システム２００は、ま
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た、例えば、様々な予測モデルからの複数の予測トラックの画像視覚化を含んでいる、国
家ハリケーンセンター（ＮＨＣ）又は他の熱帯サイクロン予測センターからの現在の場所
及び予測ポイントを提供してよい。
【００２４】
　図３は、本発明の例示の実施形態に係るシステム２００のブロック図である。システム
２００は、ユーザ情報データベース３２０、気象情報データベース３４０、分析ユニット
３６０、及びグラフィカルユーザインターフェース３８０を備えてよい。ユーザ情報デー
タベース３２０、気象情報データベース３４０、分析ユニット３６０、及び／又はグラフ
ィカルユーザインターフェース３８０は、共同設置あるいは遠隔的に設けられてよい。ユ
ーザ情報データベース３２０は、ユーザ特定の人員３２４から受けた確認３３６と共に、
ユーザ特定の場所３２２、人員３２４、手順３２６、気象コンディション３２８、通知閾
値３３２、及びクエリー３３４を含んでよい。場所３２２、人員３２４、手順３２６、気
象コンディション３２８、通知閾値３３２、及びクエリー３３４は、グラフィカルユーザ
インターフェース３８０を介してユーザによって特定されてよい。ユーザ情報データベー
ス３２０は、単一の実体装置又は多数の実体装置に格納されたかどうかの、いくつかの組
織化された情報の集合であってよい。ユーザ情報データベース３２０は、例えば、図２に
図示されているデータベース２２０の１つとして実現されてよい。
【００２５】
　気象情報データベース３４０は、現在の、歴史的な（過去）、及び予測の（未来）の気
象コンディション及び気象関連警告に関する情報を含む。気象データ及び気象関連警告の
データは、例えば、アキュウェザーエンター社、アキュウェザーエンタープライズソリュ
ーション社、国家気象サービス（ＮＷＳ）、国家ハリケーンセンター（ＮＨＣ）、カナダ
環境省、他の政府機関（例えば、英国大気現象サービス、日本大気現象機関等）、私的な
会社（例えば、ヴェサリアの米国稲妻検出ネットワーク、気象決定テクノロジー社等）、
個人（例えば、スポッターネットワークのメンバー）から受信されてよい。気象情報デー
タベースは、また、例えば、国地質調査（ＵＳＧＳ）から受信された自然災害（例えば地
震）に関する情報を含んでよい。気象情報データベース３４０は、単一の実体装置又は多
数の実体装置に格納されたかどうかの、いくつかの組織化された情報の集合であってよい
。気象情報データベース３４０は、例えば、図２に図示されているデータベース２２０の
１つとして実現されてよい。
【００２６】
　本明細書にて用いられているように、「気象コンディション」は、例えば、２４時間の
最高温度、２４時間の最低気温、空気質、氷の量、雨の量、ユーザ特定又は所定の時限に
降る雪の量、地面の雪の量、ＡＯ［北極振動］、平均相対湿度、気圧傾向、吹雪の可能性
、雲高、雲高高度、雷雨の可能性、地面を覆うのに十分な雪の可能性、フィールドを濡ら
すのに十分な雪の可能性、ひょうの可能性、あられの可能性、降水の可能性、雨の可能性
、雪の可能性、雲量、雲量パーセンテージ、冷却の程度、日の空コンディションアイコン
、日の風向、日の突風、日の風速、露点、ＥＮＳＯ［エルニーニョ南振動］、蒸発散、期
待される雷雨強さレベル、氾濫可能性、熱インデックス、加熱の程度、高温、満潮警告、
高い湿球温の可能性、最高相対湿度、何時間もの氷、何時間もの降水、何時間もの雨、何
時間もの雪、湿気、湖レベル、液体の等価降水量、低温、低い湿球温、最大のＵＶインデ
ックス、ＭＥＩ［多変量ＥＮＳＯインデックス］、ＭＪＯ［マッデン－ジュリア振動］、
月段階、月の出、月の入り、夜空のコンディションアイコン、夜の風向、夜の突風、夜の
風速、通常の低温、標準温度、１単語気象、インチの降水量、降水蓄積、降水タイプ、雪
の可能性、地面を覆うのに十分な氷の可能性、地面を覆うのに十分な雪の可能性、フィー
ルドを濡らすのに十分な雨の可能性、雨量、ＲｅａｌＦｅｅｌ（登録商標）、高いＲｅａ
ｌＦｅｅｌ（登録商標）、低いＲｅａｌＦｅｅｌ（登録商標）、記録的な低温、記録的な
高温、相対湿度範囲、海面気圧、海面温度、空のコンディションアイコン、次の２４時間
の雪蓄積、太陽輻射、ステーション気圧、日の出、日暮れ、温度、雪のタイプ、ＵＶイン
デックス、可視性、湿球温度、風速冷却、風向、突風、風速等を含んでよい。
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【００２７】
　各気象コンディションは、タイムフレームに基づいて表現されてよい。本明細書にて用
いられているように、気象コンディションに関連する「タイムフレーム」は、現在の値、
毎日の値、１時間に１回の予測された値、毎日の予測された値、１年前の毎日の値、蓄積
または前の時限（例えば、２４時間、３時間、６時間、９時間、前の日、過去７日、今月
までの日付、今年までの日付、過去１２ヵ月）におけるバリエーション、気候学の標準（
例えば、過去１０年、２０年、２５年、３０年等にわたる平均値）、未来の時限（例えば
、２４時間）における予測された蓄積等を含んでよい。
【００２８】
　気象関連警告は、上述のように、川洪水警報、雷雨監視ボックス、トルネード監視ボッ
クス、メソスケールディスカッション、ポリゴン警告、地域／国家警告、展望、報告、監
視、特別気象声明、稲妻警告、雷雨警告、豪雨警告、強風警告、高温又は低温警告、小規
模じょう乱報告、地震、及び／又はハリケーンの影響予測を含んでよい。
【００２９】
　分析ユニット３６０は、アクセス可能でありサーバー２１０によって実行され及び／又
はリモートコンピュータシステム２４０によってダウンロード及び実行されるソフトウェ
ア命令によって実現されてよい。分析ユニット３６０は、ユーザ情報データベース３２０
及び気象情報データベース３４０から情報を受信するように構成される。以下に記載のよ
うに、分析ユニット３６０は、現在の、歴史的な、及び／又は予測の気象情報を、ユーザ
特定の気象コンディション３２８、クエリー３３４及び／又は場所３２２に基づいて、ネ
ットワーク２３０を介してグラフィカルユーザインターフェース３８０に出力するように
構成されてよい。分析ユニット３６０は、また、ユーザ特定の通知閾値３３２及び／又は
場所３２２に基づいて、気象関連通知を出力するように構成されてよい。分析ユニット３
６０は、更に、気象関連警告及びユーザ特定手順３２６をユーザ特定の人員３２４に出力
し、ユーザ特定の人員３２４から確認３３６を受けて格納するように構成されてよい。
【００３０】
　グラフィカルユーザインターフェース３８０は、ユーザ特定の場所３２２、人員３２４
、手順３２６、気象コンディション３２８、通知閾値３３２、又はクエリー３３４を受信
し、及び／又は、現在の、歴史的な、及び／又は予測の気象情報又は気象関連通知を出力
するように構成された、いくつかのインターフェースであってよい。グラフィカルユーザ
インターフェースは、いくつかの処理システムを実行するいくつかのブランドのブラウザ
に対応したインターネット接続装置（例えば、ラップトップ、タブレット、スマートフォ
ン等）にコンテンツが表示されるのを許容する応答サイトデザインを備えてよい。代替的
に、グラフィカルユーザインターフェース３８０は、コンピューティング装置のタイプ及
び／又はリモートコンピュータシステム２４０のスクリーンサイズに基づいてカスタマイ
ズされた多数の実施形態を含んでよい。例えば、グラフィカルユーザインターフェース３
８０は、パーソナルコンピュータのようなリモートコンピュータシステム２４０のために
カスタマイズされた１つの実施形態、及びスマートフォンのようなモバイルコンピュータ
システム２６０のためにカスタマイズされた他の実施形態を含んでよい。
【００３１】
　ユーザ特定の場所３２２は、設備場所、（例えば、都市、国、あるいは、他のユーザ定
義の形式のような）区域、（例えば、道、線路、あるいは、２つ以上の地理的位置の他の
直接又は間接の道のような）セグメント等であってよい。ユーザ特定の場所３２２は、ま
た、例えば、パーソナルコンピュータ、ノート型コンピュータ、スマートフォン、パーソ
ナルデジタルアシスタント（ＰＤＡｓ）、タブレット、ネットワークコンピュータ、ポー
タブル気象検出器、ＧＰＳ衛星（ＧＰＳ）受信機、及び／又は例えば自動車、市販のトラ
ック、電車、航空機、船舶等のようなネットワーク接続された車両のような、モバイルコ
ンピュータシステム２６０のリアルタイム（又は準リアルタイム）の場所を含んでよい。
モバイルコンピュータシステム２６０の場所は、例えば、ＧＰＳのような場所検出ユニッ
トによって自動的に、繰り返し、継続的に、及び／又は定期的に（すなわち、予め定めら
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れた間隔で）決定されてよく、ネットワーク２２０を介してデータベース２２０に出力さ
れてよい。モバイルコンピュータシステム２６０の場所は、また、モバイルコンピュータ
システム２６０に関連する車両の計画された場所に基づいて決定されてよい。例えば、電
車のような車両は、特定の時間に特定のルートを移動するように計画されてよい。データ
ベース２２０は、乗車電車に実装又は分けて保持されるモバイルコンピュータシステム２
６０の予め定められたルートを格納してよい。従って、モバイルコンピュータシステム２
６０の場所３２２は、電車の計画された場所に基づいて決定されてよい。
【００３２】
　モバイルコンピュータシステム２６０が車両とペアにされるとき、システム２００は、
気象関連情報を出力するために、車両内部で気象関連情報を表示するために、あるいは、
車両の無線ネットワーク通信又はモバイルコンピュータシステム２６０のいずれかを介し
て、車両内部のモバイル通信装置２６０に気象関連情報を送信するために、車両の内部の
無電を中断するように構成されてよい。各例において、車両及びこの占有者及び／又は積
み荷の場所３２２は、リアルタイム又は準リアルタイムにて、トラックされ及び気象に関
連付けられる。
【００３３】
　システム２００は、ユーザ特定の確度レベルに基づいて気象関連情報を出力するように
構成されてよい。例えば、システム２００は、現在の又は予測の気象データ、及び、リモ
ートコンピュータシステム２４０の現在の又は予測される場所３２２に基づいて、高確度
の通知を出力するように構成されてよい。他の例において、システム２００は、ユーザ又
は他の参加者（例えば、自動車会社、テレマティックスの配達パートナー等）によって予
め選択された基準に基づいて、気象関連情報を出力するように構成されてよい。例えば、
車両の現在の又は予測される場所３２２における現在の又は予測の突風が、システム２０
０が最小負荷での特定の車両を運転することが危険であることを予測するようなものであ
る場合、車両とペアにされたモバイルコンピュータシステム２６０は、通知を受信してよ
い。他の例において、システム２００は、リモートコンピュータシステム２４０の場所３
２２が公共警告の区域の内部であることの決定に応じて、公共警告を出力するように構成
されてよい。他の例において、システム２００は、システム２００によって、あるいは、
例えばアキュウェザーエンタープライズソリューション社のようなプロフェッショナルの
気象学者によって修正又は改善されてきた公共警告に基づいて、通知を出力するように構
成されてよい。公共警告は、より正確な気象関連情報、あるいは、より正確な地理情報を
提供することによって（すなわち、気象イベントによって影響を受けるであろう、より小
さな、より特化した区域を提供することにより）、修正又は改善されてよい。
【００３４】
　システム２００は、また、（例えば、グラフィックユーザインターフェース３８０を介
して）ユーザ定義の場所３２２をユーザ特定のカテゴリにグループ化することをユーザに
可能にしてよい。例えば、ユーザは、１つのカテゴリにおける小売店、及び、他のカテゴ
リにおける配送センターをグループ化してよい。各場所３２２（あるいは、ユーザ特定の
カテゴリにおける全ての場所３２２）は、クリティカル又は非クリティカルとしてユーザ
によって識別されてよい。下記のように、クリティカルな場所３２２は、システム２００
が、クリティカルな場所３２２での悪天候のための潜在のイベントにおいて、ユーザ特定
の人員３２４に気象関連警告を出力してよいように、（例えば、システム２００によって
、及び／又は、プロフェッショナルの気象学者によって）監視されてよい。この同様な例
において、システム２００は、ユーザ特定の場所が非クリティカルである場合、気象関連
警告を出力しなくてよい。
【００３５】
　ユーザ特定の予測
　図４Ａは、本発明の例示の実施形態に係る、グラフィックユーザインターフェース３８
０のダッシュボード図４００ａを図示する。ダッシュボード図は、ナビゲーションバー４
１０、通知バー４２０、スイドバー４３０、モジュールを追加するための及びダッシュボ



(13) JP 2018-190442 A 2018.11.29

10

20

30

40

50

ード設定を修正するためのアイコン４３６、複数のモジュール４５０を備えてよい。
【００３６】
　ナビゲーションバー４１０は、サーチアイコン４１２、プリントアイコン４１３、シェ
アアイコン４１４、ダウンロードアイコン４１５、スライドショーアイコン４１６、ヘル
プアイコン４１７、及びアカウントアイコン４１８を備えてよい。サーチアイコン４１２
は、表及びディスカッションにおいて、キーワードを検索することをユーザに可能にして
よい。プリントアイコン４１３は、グラフィックユーザインターフェース３８０によって
現在表示されているいくつかの又は全ての情報を、外部プリンタ又はファイル変換プログ
ラムへ出力することをユーザに可能にしてよい。シェアアイコン４１４は、グラフィック
ユーザインターフェース３８０によって表示されているいくつかの又は全ての情報を、例
えば電子メール又はソーシャルネットワーキングサービスのような外部プログラムへ出力
することをユーザに可能にしてよい。ダウンロードアイコン４１５は、グラフィックユー
ザインターフェース３８０によって表示されているいくつかの又は全ての情報をダウンロ
ードすることを、ユーザに可能にしてよい。スライドショーアイコン４１６は、グラフィ
ックユーザインターフェース３８０によって表示のいくつかの又は全てのコンテンツを視
認することを、ユーザに可能にしてよい。ヘルプアイコン４１７は、システム２００が動
作している間に、ユーザを援助するために準備されたコンテンツを獲得することをユーザ
に可能にしてよい。通知バー４２０は、テキスト通知の可視指示４２２を備えてよい。テ
キスト通知は、下記のように、例えば、ユーザ定義の場所３２２における気象関連警告に
応じて、分析ユニット３６０によって出力されてよい。
【００３７】
　モジュール４５０は、現在の、歴史的な、及び／又は予測の気象コンディションを含む
、ユーザ特定の気象コンディション３２８を視認することをユーザに可能にする。システ
ム２００は、複数の有効なモジュールから選択することをユーザに可能にするように構成
されてよい。モジュール４５０は、グラフィカル表示、数の表示、テーブル、チャート、
あるいは、ユーザに便利ないくつかの他の表示を備えてよい。図４Ａに図示されているよ
うに、例えば、モジュール４５０は、時間単位予測モジュール４５２ａ及び４５２ｂ、現
在コンディションモジュール４５４ａ、日単位予測モジュール４５６ａ、及びスカイガー
ド地図モジュール４６０ａを備えてよい。スカイガード地図モジュール４６０ａは、例え
ば、図１の地図ビュー１００への参照にて上述したいくつかの又は全ての特徴を備えてよ
い。
【００３８】
　グラフィックユーザインターフェース３８０は、２つ以上の場所３２２における同じユ
ーザ特定の気象コンディション３２８を、及び／又は、同じ場所のための２つ以上のユー
ザ特定の気象コンディション３２８を視認し比較することをユーザに可能する。図４Ａに
図示されているように、例えば、モジュール４５２ａ及び４５２ｂは、メリーランド（Ｍ
ａｒｙｌａｎｄ）州ハンガーズタウン（Ｈａｇｅｒｓｔｏｗｎ）及びロックビル（Ｒｏｃ
ｋｖｉｌｌｅ）の時間単位予測を出力しているが、モジュール４５６ａ及び４５２ｂは、
メリーランド州ロックビルの日単位及び時間単位の予測を出力する。当業者が理解するよ
うに、システム２００は、グラフィックユーザインターフェース３８０が高度にカスタマ
イズ可能になるように、構成されてよい。例えば、グラフィックユーザインターフェース
３８０は、２０個までのユーザ特定の場所３２２の同様なユーザ特定の気象コンディショ
ン３２８をすぐに、及び／又は、同じユーザ特定の場所３２２の３個までのユーザ特定の
気象コンディション３２８をすぐに、視認し比較することをユーザに可能にしてよい。上
述のように、システム２００は、１００までの異なるモジュール４５０、あるいは、より
多くがユーザに利用可能であってよいように、構成されてよい。
【００３９】
　図４Ｂは、本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェース３８
０のダッシュボード図４００ｂを図示する。ダッシュボード図４００ａと同様に、ダッシ
ュボード図４００ｂは、ビゲーションバー４１０、通知バー４２０、及びスイドバー４３
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０を備えてよい。追加的に、ダッシュボード図４００ｂは、スカイガード地図モジュール
４６０ｂ、気象コンディション地図モジュール４６２、ビデオモジュール４６４、メソス
ケール予測地図モジュール４６６、じょう乱可能性通知モジュール４６８、気象学者ディ
スカッションモジュール４７２、及びクエリーモジュール４７０を備えてよい。
【００４０】
　スカイガード地図モジュール４６０ｂは、スカイガード地図モジュール４６０ａと同様
であってよい。気象コンディション地図モジュール４６２は、これらの変わりやすいもの
の経験を経験する又は予測された区域の地図に重畳された、現在の及び／又は予測の気象
コンディションのグラフィカルな表示を出力するように構成されてよい。ビデオモジュー
ル４６４は、（例えば、アキュウェザー社からのプロフェッショナルの気象学者によって
特色をなしており及び／又は準備された）動画及び／又は画像を含んでいるビデオを出力
するように構成されてよい。メソスケール予測地図モジュール４６６は、関連する区域の
地図に重畳された、メソスケール予測のグラフィカルな表示を出力するように構成されて
よい。じょう乱可能性通知地図モジュール４６８は、じょう乱の経験を経験する又は予測
された区域の地図に重畳された、潜在的なじょう乱のグラフィカルな表示を出力するよう
に構成されてよい。気象学者ディスカッションモジュール４７２は、プロフェッショナル
の気象学者（例えば、アキュウェザーエンター社、アキュウェザーエンタープライズソリ
ューション社等から）からのコンテンツを出力するように構成されてよい。クエリーモジ
ュール４７０は、図１３を参照して以下で説明されるように、ユーザ定義のクエリー３３
４の結果を出力するように構成されてよい。
【００４１】
　図４Ｃは、本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェース３８
０のダッシュボード図４００ｃを図示する。ダッシュボード図４００ａ及び４００ｂと同
様に、ダッシュボード図４００ｃは、ナビゲーションバー４１０、通知バー４２０、及び
サイドバー４３０を備えてよい。追加的に、ダッシュボード図４００ｂは、スカイガード
地図モジュール４６０ｃ、時間単位予測モジュール４５２ｃ、現在コンディションモジュ
ール４５４ｂ、日単位予測モジュール４５６ｂ、ミニットキャスト（ＭｉｎｕｔｅＣａｓ
ｔ）（登録商標）モジュール４７４、手順モジュール４９０、及び通知モジュール４８０
を備えてよい。スカイガード地図モジュール４６０ｃ、時間単位予測モジュール４５２ｃ
、現在コンディションモジュール４５４ｂ、及び日単位予測モジュール４５６ｂは、スカ
イガード地図モジュール４６０ａ及び４６０ｂ、時間単位予測モジュール４５２ａ及び４
５２ｂ、現在コンディションモジュール４５４ａ、及び日単位予測モジュール４５６ａ各
々と同様であってよい。図９を参照して以下で説明されるように、日単位予測モジュール
４５６ｂは、悪天候の通知を備えてよい（例えば、日単位予測は、７月２５日、金曜日の
ために図示されたように、色分けされてよい）。
【００４２】
　ミニットキャスト（登録商標）モジュール４７４は、短時限（例えば、１時間、２時間
、４時間等）の（例えば、１分、５分等のインクリメントにおける）高確度の予測を出力
するように構成されてよい。図１２を参照して以下で説明されるように、通知モジュール
４８０は、気象関連警告及び／又はユーザ特定の通知閾値３３２に応答して、ユーザ特定
の又は予め定められた通知を出力するように構成されてよい。手順モジュール４９０は、
気象関連警告及び／又はユーザ特定の通知閾値３３２に応答して、ユーザ特定の又は予め
定められた通知及びユーザ特定の手順３２６の両方を出力するように構成されてよい。
【００４３】
　システム２００は、通知モジュール４８０及び／又は手順モジュール４９０が、コンデ
ィションが好ましいか好ましくないかを示すために色分けするように、構成されてよい。
コンディションが好ましいか好ましくないかの示唆は、例えば、ユーザ特定の通知閾値３
３２の一部として、ユーザ特定及び格納されてよい。システム２００は、また、コンディ
ションが好ましいか好ましくないかの予め定められた示唆を含んでよい。図４Ｃに図示さ
れているように、例えば、手順モジュール４９０は、コンディションが好ましくないこと
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を示すために赤色にしてよく、一方で、手順モジュール４９０は、コンディションが好ま
しいことを示すために緑色にしてよい。通知モジュール４８０及び／又は手順モジュール
４９０は、また、気象コンディション又は気象コンディションの潜在的な影響（例えば、
「ブリッジアイシングプロバブル（Ｂｒｉｄｇｅ　Ｉｃｉｎｇ　Ｐｒｏｂａｂｌｅ）」）
を記述するために、ユーザ特定の又は予め定められた情報を含んでよい。
【００４４】
　グラフィカルユーザインターフェース３８０は、また、多数のユーザ特定の場所３２２
、及び／又は、ユーザ特定の気象コンディション３２８、及び／又は、時間におけるスク
リーンの同じ一部における多数のユーザ特定のタイムフレームをユーザが視認可能となる
ための循環コンテンツを備えてよい。図５及び６は、本発明の例示の実施形態に係る、循
環コンテンツモジュールを図示する。システム２００は、グラフィカルユーザインターフ
ェース３８０の一部が、ユーザ定義又は予め定められた時間各々のために、スクリーンの
同じ領域において複数のモジュール４５０を表示するように構成されてよい。例えば、グ
ラフィカルユーザインターフェース３８０は、メリーランド州ハンガーズタウンの時間単
位予測を出力するためのモジュール４５２ａを図示する図５Ａ、この後に、メリーランド
州ロックビルの時間単位予測モジュールを出力するためのモジュール４５２ｂを図示する
図５Ｂを表示してよい。同様に、グラフィカルユーザインターフェース３８０は、メリー
ランド州ハンガーズタウンの時間単位予測を出力するためのモジュール４５２ａを図示す
る図６Ａ、この後に、メリーランド州ハンガーズタウンの現在のコンディションを出力す
るためのモジュール４５４ａを図示する図６Ｂを表示してよい。他のモジュール４５０は
、例えば、時間に対してスクリーンの同じ一部において、多数の地図、多数の歴史的に変
化するもの等を表示するために循環してよい。
【００４５】
　システム２００は、ユーザ選択のモジュール４５０をカスタマイズすることをユーザに
可能にするように構成されてよい。例えば、ユーザは、ユーザ特定の気象コンディション
３２８、ユーザ特定の場所３２２、及び／又は、ユーザの興味のユーザ特定のタイムフレ
ームを選択してよい。代替的に、グラフィカルユーザインターフェース３８０は、組織の
内部でのユーザの役割に基づいて、気象コンディション３２８、場所３２２、及び／又は
モジュール４５０を出力するように構成されてよい。予め定められた気象コンディション
３２８及び場所３２２は、段階的に設定されてよい。例えば、特定の区域に責任があるユ
ーザに有効なグラフィカルユーザインターフェース３８０は、この区域の内部の場所３２
２の監視のみを可能にし得るが、ユーザに有効なグラフィカルユーザインターフェース３
８０は、地域の管理者に関連するもっと広い地域の内部の場所３２２の監視を可能にする
。
【００４６】
　図７は、本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェース３８０
を介してユーザに利用可能になってよい自己気象モジュール７００を図示する。
【００４７】
　自己気象モジュール７００は、グリッド型フレームにおいて、場所３２２のための現在
の、歴史的な、予測の気象コンディション３２８をユーザに視認可能にする。自己気象モ
ジュールに含まれている気象コンディション３２８は、タブ７３０にて表示されたフルセ
ットの気象コンディションからユーザによって選択されてよく、行に並べられてよい。ユ
ーザは、自己の組織の内部での自己の役割を反映するために、行の順序を制御してよい。
１日以上前の歴史的な気象データが表示されてよい。例えば、図７において示される自己
気象モジュール７００は、「昨日（ｙｅｓｔｅｒｄａｙ）」として識別された歴史的な気
象データの１つの日を含む。選択された気象コンディション３２８の各々の日単位予測は
、列に含まれてよい。現在の気象データは、単一の列に含まれてよく、「本日（ｔｏｄａ
ｙ）」又は「現在（ｃｕｒｒｅｎｔ）」として識別されてよい。気象コンディション３２
８は、例えば、１つ以上のタブ７３０を選択することによって有効になるセットにおいて
グループ化されてよい。タブ７３０は、気温タブ７３１、降水量タブ７３３、風タブ７３
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５、空のコンディションタブ７２７、及び海洋タブ７３８を備えてよい。
【００４８】
　１つ以上の気象コンディション３２８は、また、選択された気象コンディション３２８
をユーザにグラフィカルに視認可能にするためのグラフアイコン７２２を備えてよい。グ
ラフアイコン７２２のユーザ選択に応じて、グラフィックユーザインターフェース３８０
は、自己気象モジュール７２０の列において表示された各日のための選択された気象コン
ディション３２８のグラフィカル表示７２０を表示してよい。グラフィカル表示７２０は
、（図７に図示されているように）線グラフ、列又はバーチャート、エリアチャート、あ
るいは、いくつかの他のグラフィカル表示であってよい。グラフィカル表示７２０は、対
応する日のための気象コンディション３２８を含み得る列に関して並べられた各日の選択
された気象コンディション３２８を表示してよい。図７に示されるように、例えば、グラ
フィカル表示７２０は、「昨日（Ｙｅｓｔｅｒｄａｙ）」とラベル付けされた列に関して
並べられた前の日の歴史的な高気温、「現在（Ｃｕｒｒｅｎｔ）」とラベル付けされた列
に関して並べられた現在の高気温、及び対応する日の各列に関して並べられた残りの各日
のための予測された高気温を含んでいる、選択された気象コンディション３２８（この例
では、高気温）をプロットしている線グラフを含む。
【００４９】
　システム２００は、例えば、モジュールタイプ（例えば、時間単位予測モジュール４５
２、日単位予測モジュール４５６）を選択することにより、あるいは、（例えば、気象コ
ンディション３２８、場所３２２、気温スケール等を選択又は変化させることにより）モ
ジュールを修正することにより、各モジュール４５０のカスタマイズをユーザに可能にす
るように構成されてよい。いくつかのモジュール４５０は、ユーザが気象コンディション
３２８、場所３２２、及び／又はタイムフレームを特定し得るように、カスタマイズ可能
であってよい。他のモジュールは、気象コンディション及び／又はタイムフレームを特定
してよい。これらの例において、気象コンディション３２８及び／又はタイムフレームは
、モジュール４５０の選択に基づいて、ユーザによって特定される。すなわち、ユーザは
、気象コンディション３２８を出力するように構成されたモジュール４５０を選択するこ
とにより、ユーザ特定の気象コンディション３２８を特定し得る。
【００５０】
　図８は、本発明の例示の実施形態に係る、ユーザ特定の気象コンディション３２８及び
場所３２２に基づいて、ネットワーク２３０を介してグラフィカルユーザインターフェー
ス３８０に気象情報を出力するためのプロセス８００のフローチャートである。プロセス
８００は、例えば、分析ユニット３６０によって、実行され得る。
【００５１】
　場所３２２は、ステップ８０２にて、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介
してユーザによって特定され、ステップ８０４にて、ユーザ情報データベース３２０に格
納される。モジュール４５０は、ステップ８０６にて、ユーザによって選択される。気象
コンディション３２８は、ステップ８０８にて、グラフィカルユーザインターフェース３
８０を介してユーザによって特定され、ステップ８１０にて、ユーザ情報データベースに
格納される。気象情報は、ステップ８１２にて受信され、ステップ８１４にて、気象情報
データベース３４０に格納される。ステップ８１６にて、分析ユニット３６０は、気象情
報データベース３４０にアクセスして、ユーザ特定の場所３２２及びユーザ特定の気象コ
ンディション３２８に基づいて、気象情報がユーザに関連するか否かを決定する。関連す
る気象情報は、ステップ８１８にて、グラフィカルユーザインターフェース３８０によっ
て表示される。
【００５２】
　システム２００は、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介してユーザ特定の
場所３２２の修正をユーザに可能にするように構成されているので、分析ユニットは、ユ
ーザが修正された場所３２２を特定したか否かをステップ８２０にて特定する。そうであ
る場合、分析ユニット３６０は、ステップ８２２にて、ユーザ情報データベース３２０に
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て、修正された場所３２２を格納する。システム２００は、また、グラフィカルユーザイ
ンターフェース３８０を介してユーザ特定の変数３２８の修正をユーザに可能にするよう
に構成されている。従って、分析ユニット３６０は、ステップ８２４にて、ユーザが修正
された場所３２２を特定したか否かを決定する。そうである場合、分析ユニット３６０は
、ステップ８２６にて、ユーザ情報データベース３２０に修正された変数３２８を格納す
る。システム２００は、また、ユーザ選択のモジュール４５０の修正をユーザに可能にす
るように構成されている。分析ユニットは、ステップ８２８にて、ユーザがユーザ選択の
モジュール４５０を修正したか否かを決定し、そうである場合、ステップ８３０にて、グ
ラフィカルユーザインターフェース３８０を介して修正されたユーザ選択のモジュールを
出力する。
【００５３】
　プロセス８００は、更新された気象情報が受信されたときに、ステップ８１２に戻る。
ステップ８１２から８３０は、更新された気象情報が、ユーザ特定の気象コンディション
３２８及びユーザ特定の場所３２２に基づいて選択され、及び、ユーザ選択のモジュール
４５０を介してグラフィカルユーザインターフェース３８０によって表示されるように、
自動的に、継続的に、及び／又は定期的に繰り返される。
【００５４】
　ユーザ特定の通知
　システム２００は、ユーザ情報データベース３２０に格納されたユーザ特定の通知閾値
３３２に基づいて、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介して通知をユーザに
出力するように構成されてよい。ユーザ特定の通知閾値３３２は、上述の１つ以上の気象
コンディション３２８、１つ以上のクライアント特定の場所３２２、１つ以上の時限等を
含んでいる、多変量表現であってよい。１つ以上の時限は、「昨日」、「週末」、「次の
休暇」等のよく用いられる時間を含んでよい。代替的に、１つ以上の時限は、過去におけ
るユーザ特定の時限（例えば、２４時間）、及び／又はユーザ特定の未来の時間（例えば
、次の３時間）を含んでよい。表現は、数学的な表現（例えば、より大きい、より小さい
、同じ、以上、以下等、ＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ等のような論理結合）を含んでよい。
【００５５】
　図９は、３つの時間単位予測モジュール：午後１１時におけるグラフィカルユーザイン
ターフェース３８０によって出力されるモジュール９１０、午前１２時におけるグラフィ
カルユーザインターフェース３８０によって出力されるモジュール９２０、午前１時にお
けるグラフィカルユーザインターフェース３８０によって出力されるモジュール９３０、
を備えている、本発明の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェースに
よって出力される通知を示す。この例において、通知閾値３３２は、時間単位予測が氷を
予測するときの通知を備える。従って、午前１時及び午前３－５時の予測は、通知を含ん
でよい。例えば、これらの時限の時間単位予測は、赤色に着色されてよい。
【００５６】
　通知は、段階的な深刻さのレベルを有してよい。１つの例において、紫色に着色された
通知は、赤色に着色された通知よりもより深刻であってよく、緑色に着色された通知は、
深刻さの減少を示してよい。システム２００は、予測のデータを以前の予測のデータと比
べてよく、以前の予測からの変化に基づいて通知を出力してよい。例えば、午前１２時の
モジュール９２０出力は、午前５時及び午前６時の雨を予測する。モジュール９１０は、
午後１１時の以前の予測が午前５時及び午前６時の氷を予測することを示す。従って、グ
ラフィカルユーザインターフェース３８０は、深刻さの減少を示している通知を出力して
よい。例えば、モジュール９２０におけるこれらの時限の時間単位予測は、緑色に着色さ
れてよい。
【００５７】
　代替的に、時限のための予測が、以前提示された時限から深刻さにおいて増加している
場合（例えば、雨から氷、又は３０°Ｆから２５°Ｆ）、グラフィカルユーザインターフ
ェース３８０は、深刻さにおいて増加を示している通知を出力してよい。例えば、午前１
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２時のモジュール９２０の出力は、午前１時の氷を予測する。モジュール９１０は、午後
１１時の以前の予測が午前１時の氷を予測することを示している。しかしながら、午前１
時のための予測された氷の量は、モジュール９１０における午後１１時の予測よりも、モ
ジュール９２０における午前１２時における予測のほうが多大であってよい。従って、グ
ラフィカルユーザインターフェース３８０は、深刻さにおける増加を示している通知を出
力してよい。例えば、モジュール９２０における午前１時のための時間単位予測は紫色に
着色されてよい。
【００５８】
　図１０は、本発明の例示の実施形態に係る、グラフィックユーザインターフェース３８
０に通知を出力するためのプロセス１０００のフローチャートである。プロセッサー１０
００は、例えば、分析ユニット３６０によって実行されてよい。
【００５９】
　場所３２２は、ステップ１００２にて、グラフィカルユーザインターフェース３８０を
介してユーザによって特定され、ステップ１００４にて、ユーザ情報データベース３２０
に格納される。モジュール４５０は、ステップ１００６にて、ユーザによって選択される
。ユーザ特定の気象コンディション３２８は、ステップ１００８にて、グラフィカルユー
ザインターフェース３８０を介してユーザによって特定され、ステップ１０１０にて、ユ
ーザ情報データベースに格納される。通知閾値３３２は、ステップ１０１２にて、グラフ
ィカルユーザインターフェース３８０を介してユーザによって特定されて、ステップ１０
１４にて、ユーザ情報データベース３２０に格納される。（代替的に、システム２００は
、予め定められた閾値を含んでよい。）気象情報は、ステップ１０１６にて受信され、ス
テップ１０１８にて、気象情報データベース３４０に格納される。ステップ１０２０にて
、分析ユニット３６０は、気象情報データベース３４０にアクセスして、ユーザ特定の場
所３２２及びユーザ特定の気象コンディション３２８に基づいて、気象情報がユーザに関
連するか否かを決定する。関連する気象情報は、ステップ１０２２にて、グラフィカルユ
ーザインターフェース３８０によって表示される。分析ユニット３６０は、ステップ１０
２４にて、ユーザ特定の通知閾値３３２に基づいて、グラフィカルユーザインターフェー
ス３８０に表示される気象情報をフォーマットすることによって、通知を出力する。
【００６０】
　システム２００は、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介してユーザ特定の
場所３２２の修正をユーザに可能にするように構成されているので、分析ユニットは、ユ
ーザが修正された場所３２２を特定したか否かをステップ１０２６にて特定する。そうで
ある場合、分析ユニット３６０は、ステップ１０２８にて、ユーザ情報データベース３２
０にて、修正された場所３２２を格納する。システム２００は、また、グラフィカルユー
ザインターフェース３８０を介してユーザ特定の変数３２８の修正をユーザに可能にする
ように構成されている。従って、分析ユニット３６０は、ステップ１０３０にて、ユーザ
が特定の修正された変数３２８を特定したか否かを決定する。そうである場合、分析ユニ
ット３６０は、ステップ１０３２にて、ユーザ情報データベース３２０に修正された変数
３２８を格納する。システム２００は、また、ユーザ選択のモジュール４５０の修正をユ
ーザに可能にするように構成されている。分析ユニットは、ステップ１０３４にて、ユー
ザがユーザ選択のモジュール４５０を修正したか否かを決定し、そうである場合、ステッ
プ１０３６にて、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介して修正されたユーザ
選択のモジュール４５０を出力する。
【００６１】
　プロセス１０００は、更新された気象情報が受信されたときに、ステップ１０１６に戻
る。ステップ１０１６から１０３６は、更新された気象情報が、ユーザ特定の気象コンデ
ィション３２８及びユーザ特定の場所３２２に基づいて選択され、及び、ユーザ定義され
た通知閾値３３２に基づいている通知に基づいてフォーマットされたユーザ選択のモジュ
ール４５０を介してグラフィカルユーザインターフェース３８０によって表示されるよう
に、自動的に、継続的に、及び／又は定期的に繰り返される。
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【００６２】
　ユーザ特定の通知閾値３３２は、問い合わせ言語（例えば、選択（ＳＥＬＥＣＴ）、か
ら（ＦＲＯＭ）、どこ（ＷＨＥＲＥ）等）、数学的なオペレーター（例えば、より大きい
、より小さい、同じ、以上、以下等）、論理結合（例えば、ＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ等）を
含んでよい。ユーザ特定の通知閾値３３２は、気象情報データベース３４０に格納されて
いる現在の、歴史的な、及び予測の気象データ及び気象関連警告、確認３３６及びユーザ
特定の場所３２２、気象コンディション３２８、通知閾値３３２、及びユーザ情報データ
ベース３２０に格納された手順３２６を備えてよい。通知閾値３３２は、舗装又はコンク
リート打ち込みの助けとなっているコンディションのような、好ましいコンディションに
関する個々に通知するように特定されてよい。例えば、通知閾値３３２は、３日以上の温
暖、乾燥日が予測されるときに、通知を出力するようにセットされてよい。代替的に、通
知閾値３３２は、温室又は保護された環境の外部のエレメントにおける植物出荷に損害を
与える結果になり得る凍結温度より低いものに関するユーザに通知するようにセットされ
た表現のような、好ましくないコンディションに関する個々に通知するように特定されて
よい。システム２００は、他の場所での気象コンディション３２８に基づいて場所のため
の警報を出力するために、気象コンディション３２８及び／又は他の時限の予測された気
象コンディション３２８に基づいて、１つの時限のために警報を出力するために、及び他
の気象コンディション３２８に基づいて１つの気象コンディション３２８に関する警報を
出力するために１つ以上の予測アルゴリズムを利用するように構成されてよい。システム
２００は、他の場所での気象コンディション３２８に基づいて場所のための警報を出力す
るために、気象コンディション３２８及び／又は他の時限の予測された気象コンディショ
ン３２８に基づいて、１つの時限のために警報を出力するために、及び他の気象コンディ
ション３２８に基づいて１つの気象コンディション３２８に関する警報を出力するために
１つ以上の予測アルゴリズムを利用するように構成されてよい。
【００６３】
　他の例において、自転車又は電車によって彼／彼女が通勤するか否かを定期的に決定す
るユーザは、気象が仕事のために自転車にのることに資しているときに、システム２００
が彼／彼女へ通知を出力するように、ユーザ特定の通知閾値３３２を入力してよい。従っ
て、彼／彼女は、現在の気温及び午後５時の予測の気温が最低及び最高気温の間である場
合、現在の湿度及び午後５時の湿度が最大値よりも低い場合、及び午前７－８時からの及
び午後５－６からの降水量の確率が最大確率よりも低い場合に、システム２００が各ウィ
ークデーの午前７時に彼／彼女に通知を出力するように、通知閾値３３２を特定してよい
。システムは、彼／彼女のユーザ特定の通知閾値３３２をユーザ情報データベース３２０
に格納してよく、気象情報データベース３４０に格納された現在の及び予測の気象コンデ
ィション３２８が、彼／彼女のユーザ特定の通知閾値３３２を満たす場合に、分析ユニッ
ト３６０が通知を出力してよい。
【００６４】
　システム２００は、他の場所での気象コンディション３２８に基づいて場所のための通
知を出力するために、気象コンディション３２８及び／又は他の時限のための予測の気象
コンディション３２８に基づいて１つの時限のための通知を出力するために、及び他の気
象コンディション３２８に基づいて１つの気象コンディション３２８に関する通知を出力
するために、１つ以上の予測アルゴリズムを利用するように構成されてよい。例えば、気
象情報データベース３４０は、１つにおいて移動している第１の場所での雷雨及び他の方
向において移動している第２の場所での寒冷前線に関する情報を備えてよい。情報に基づ
いて、予測アルゴリズムを実行している分析ユニットは、雷雨及び寒冷前線が横切ること
を予測される場所及び時間にて、橋での凍っているコンディションの通知を出力してよい
。
【００６５】
　通知は、モジュール４５０に含まれている時間単位、日単位、予測の、及び歴史的なデ
ータのフォーマットにて、色又は他の可視指示を介してユーザに出力されてよい。追加的
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に、システム２００は、グラフィカルユーザインターフェース３８０に含まれているメッ
セージアプリケーションを介して、又は、例えば電子メール、テキストメッセージ、スマ
ートフォンウィジェット又は通知、自動又は個人電話呼び出し等のようないくつかの他の
手法によって、テキストフォーマットにて通知を出力するように構成されてよい。追加的
に、システム２００は、聞き取れる通知を出力するように構成されてよい。例えば、分析
ユニット３６０は、通知が受信されたことを示す音を出力する、及び／又はテキストから
発話への機能を用いてテキスト通知を聞き取れる通知に変換して、変換されたテキスト通
知に基づいて聞き取れる通知を出力するように構成されているリモートコンピュータシス
テム２４０に通知を出力してよい。
【００６６】
　システムは、組織におけるユーザの役割に特化した通知（例えば、植物が屋内に運ばれ
ることを確認する必要がある部署のマネージャーのための氷点下の気温の通知、あるいは
、来る週における肥料の購入及び埋設のための理想的なコンディションに関する広告表示
したい広告ディレクターのための通知等）のセット及び／又は受信をユーザに可能にする
。システム２００は、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介して、システム２
００の他のユーザに、通知及びユーザ特定の通知閾値３３２を送信することをユーザに可
能にするように構成されてよい。システムは、また、クライアント特定のワークグループ
に含まれている全ての個人に通知を送信することをユーザ（例えば、クライアント管理者
）に可能にするように構成されてよい。
【００６７】
　図１１は、本発明の他の例示の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェース
に通知を出力するためのプロセス１１００のフローチャートである。プロセス１１００は
、例えば、分析ユニット３６０によって、実行されてよい。
【００６８】
　場所３２２は、ステップ１１０２にて、グラフィカルユーザインターフェース３８０を
介してユーザによって特定され、ステップ１１０４にて、ユーザ情報データベース３２０
に格納される。通知閾値３３２は、ステップ１１０６にて、グラフィカルユーザインター
フェース３８０を介してユーザによって特定され、ステップ１１０８にて、ユーザ情報デ
ータベースに格納される。気象情報は、ステップ１１１０にて受信され、ステップ１１１
２にて、気象情報データベースに格納される。ステップ１１１４にて、分析ユニット３６
０は、気象情報データベース３４０にアクセスして、ユーザ特定の通知閾値３３２に基づ
いて、通知が発行されるべきであるか否かを決定する。通知は、ステップ１１１６にて分
析ユニット３６０によって出力される。
【００６９】
　システム２００が、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介してユーザ特定の
場所３２２の修正をユーザに可能にするように構成されているので、分析ユニットは、ユ
ーザが修正された場所３２２を特定したか否かをステップ１１１８にて特定する。そうで
ある場合、分析ユニット３６０は、ステップ１１２０にて、ユーザ情報データベース３２
０にて、修正された場所３２２を格納する。システム２００は、また、グラフィカルユー
ザインターフェース３８０を介してユーザ特定の通知閾値１１１２の修正をユーザに可能
にするように構成されている。従って、分析ユニット３６０は、ステップ１１２２にて、
ユーザが修正された場所３２２を特定したか否かを決定する。そうである場合、分析ユニ
ット３６０は、ステップ１１２４にて、ユーザ情報データベース３２０に修正された通知
閾値３３２を格納する。
【００７０】
　プロセス１１００は、更新された気象情報が受信されたときに、ステップ１１１０に戻
る。ステップ１１１０から１１２４は、更新された気象情報が、ユーザ特定の気象コンデ
ィション３２８及びユーザ特定の場所３２２に基づいて選択され、及び、ユーザ選択のモ
ジュール４５０を介してグラフィカルユーザインターフェース３８０によって表示される
ように、自動的に、継続的に、及び／又は定期的に繰り返される。



(21) JP 2018-190442 A 2018.11.29

10

20

30

40

50

【００７１】
　図１２は、本発明の実施形態に係る、グラフィカルユーザインターフェース３８０のテ
キスト通知ビュー１２００を図示する。通知は、ユーザ特定の場所３２２にて気象関連の
警告が発行されたことの決定に基づいて出力されてよい。通知は、ユーザ特定の気象コン
ディション３２８が、ユーザ特定の場所３２２における気象関連通知閾値３３２以上であ
ることの決定、あるいは、特定の気象コンディション３２８が、ユーザ特定の場所３２２
における気象関連通知閾値３３２以下であることの決定に基づいて、出力されてよい。通
知は、また、どの通知閾値３３２が一致したか、あるいは、どの気象関連の警告が出力さ
れたかを示してよく、及び、テキスト通知についてのユーザ提供の情報を備えてよい。
【００７２】
　システム２００は、また、グラフィカルユーザインターフェース３８０のダッシュボー
ド図４００を介して、モジュール４５０の形式において通知を出力するように構成されて
よい。図４Ｃを戻って参照して、例えば、通知モジュール４８０は、ユーザ特定の通知閾
値３３２に基づいて通知を示している（この例においては、次の４５日における風が毎時
５０マイルを超えるか否かを示している）。
【００７３】
　ユーザ特定の手順
　システム２００は、テキスト通知、システム通知（例えば、ハリケーン影響予測におけ
る新たなイメージ、気象学者のブログの更新等）、システム２００への更新、ステータス
通知（例えば、稲妻検出ネットワークでの発行等）、及び未来において生成され得るいく
つかの追加の通知タイプに応答にして、ユーザ特有の手順を提供してよい。
【００７４】
　図１２に戻って参照して、テキスト通知ビュー１２００は、発行された警告に関するユ
ーザ特定の手順３２６をユーザに視認可能にするために、手順リンク１２１２を備える。
グラフィカルユーザインターフェース３８０によって出力されたテキスト通知出力は、ま
た、ユーザ特定の手順３２６、あるいは、ユーザ特定の手順３２６をユーザに視認可能に
するための手順リンク１２１２と同様なリンクを備えてよい。テキスト通知及び／又は手
順３２６は、また、モジュールの一部として、グラフィカルユーザインターフェースを介
して出力されてよい。図４Ｃに戻って参照して、例えば、手順モジュール４９０は、ユー
ザ特定の通知閾値３３２（この例では、気温が８６°を超えることを予測され、及び湿度
が６０％を超えることを予測される）に応じて、ユーザ特定の手順３２６（この例では、
「手順９（Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ　９）」）を識別するように構成されたモジュールを示す
。図７を参照して、手順モジュール７９０は、ユーザ特定の通知閾値３３２（この例では
、予測の気温が３２°下回り、風速が毎時２０マイルを超えることが予測される、）に応
じて、ユーザ特定の通知（この例では、「ブリッジアイシングプロバブル」）及びユーザ
特定の手順３２６（この例では、「手順９」）を出力するように構成されたモジュールを
示す。ユーザ特定の手順３２６は、また、（例えば、テキスト通知ビュー１２００のよう
な）テキスト表示によってグラフィカルユーザインターフェース３８０によって、あるい
は、例えば電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット又は通知、自
動又は個人電話呼び出し等のようないくつかの他の手法によって、出力されてよい。テキ
スト通知及び／又は手順３２６は、テキスト、グラフィックス、地図、アニメーション、
オーディオ、オーディオを受信するためのリンク、ビデオ、ビデオを受信するためのリン
ク等を含んでよい。
【００７５】
　手順３２６は、気象イベントのタイプ（例えば、差し迫った手順が、予期される熱波の
ための手順とは異なってよい）、発行された警告、予測の又は発生したコンディション、
一致した閾値、設備場所（例えば、組織の第１の場所における気象イベントのための手順
は、組織の第２の場所における同様な気象イベントのための手順と相違してよい）、ユー
ザの役割（例えば、学区の設備ディレクターに出力される手順３２６は、高校の校長先生
に供給された手順３２６とは異なってよい）等に特有であってよい。システム２００は、
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気象イベント、警告、設備場所、ユーザの役割等の各タイプに関するユーザ特有の手順を
識別することをユーザ（例えば、クラインと管理者）に可能にする。
【００７６】
　クライアント特有の手順３２６、あるいは、気象関連の警告又は通知に関するクライア
ント特有の手順３２６へのリンクを備えることにより、システム２００は、緊急の間に、
設立された会社の手順を捜索することのユーザのための必要性を削除し、代わりに、ユー
ザ組織によって定義されたように、予測の手順３２６への即座のアクセスをユーザに提供
する。
【００７７】
　通知の確認
　システム２００は、テキスト通知、システム通知（例えば、ハリケーン影響予測におけ
る新たなイメージ、気象学者のブログの更新等）、システム２００への更新、ステータス
通知（例えば、稲妻検出ネットワークでの発行等）、及び未来において生成され得るいく
つかの追加の通知タイプの受信を確認しているユーザからの、システム２００によって受
信された確認３３６を受信及び格納するように構成されてよい。
【００７８】
　通知は、アキュウェザーへの通知の受信を確認するために、ユーザに手法を提供する。
図１２のテキスト通知ビュー１２００にて示されているように、例えば、警告を確認する
ことを認定済の人員３２４に視認可能にするために確認リンク１２１０を含む。通知が応
答を受信しない場合、アキュウェザーの気象学者は、通知のタイプ、基準、及びユーザ／
クライアントが通知を受信したことを確認するためのクライアントポリシーに基づいて、
他の接触方法に頼ってよい。
【００７９】
　確認機能は、ユニット又は会社全体としての代理としてこの確認を行うことを認証され
たユーザによって識別された個別の人員３２４のみに利用可能に生成されてよい。認証は
段階的であってよい。例えば、区域に責任があるユーザは、区域内の場所のための通知を
確認することが可能となっているのみであってよいが、このユーザの区域管理者は、より
大きな区域内の場所３２２のための通知の確認を可能にしてよい。
【００８０】
　認証された人員３２４の識別は、ユーザ情報データベース３２０に格納されてよい。例
えば、ユーザ情報データベース３２０は、人員３２４各々のユーザプロファイルを含んで
よい。このユーザプロファイルは、ユーザが、ユニット又は会社全体としての代理として
この確認を行うことを認証されているか否かを示してよい。このシステム２００は、管理
ユーザ及び管理者が確認３３６を視認することを許容するように、及び、どの人員３２４
が通知を確認したか又は確認しなかったかを識別することを許容するように構成されてよ
い。従って、システム２００は、何が確認されたか及び確認されなかったかを監視するこ
とによって、危険な又は逃した機会を識別することを管理者及び管理ユーザに可能にする
。
【００８１】
　確認３３６は、例えば、ユーザ情報データベース３２０に格納されてよく、通知の情報
の回復、及び通知が確認されたか否か及びいつであるか及び誰によってであるかの確認を
許容するためにアーカイブされてよい。グラフィカルユーザインターフェース３８０は、
通知が確認されたか否かのようなビジュアルキューを含んでよい。例えば、警告は、未だ
確認されていないことを識別するために、アイコンを備えたり又は赤色に着色されたりし
てよい。ビジュアルキューは、一度メッセージが確認されると変化するであろう。
【００８２】
　ユーザ定義のクエリー
　システム２００は、ユーザ定義のクエリー３３４の生成をユーザに可能にするように構
成されてよい。クエリー３３４は、例えば、グラフィカルユーザインターフェース３８０
を介して、リモートコンピュータシステム２４０によって定義されてよい１つ以上のパラ
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メータを入力することによって、１人以上のユーザによって定義されてよい１つ以上のク
エリーパラメータを備えてよい。クエリー３３４は、例えば、ユーザに関連するユーザ情
報データベース３２０に格納されてよく、分析ユニット３６０によって実行されてよい。
代替的に、クエリー３３４は、ユーザによって臨機応変に入力されてよく、このケースで
は、クエリー３３４は、ユーザ情報データベース３２０又はユーザのコンピュータ２５０
及び／又は２６０のいずれかに格納される。クエリー３３４は、（例えば、グラフィカル
ユーザインターフェース３８０を介して）ユーザ入力に応じて、あるいは、コンピュータ
読み取り可能命令に応じて実行されてよい。クエリー３３４の結果は、グラフィカルユー
ザインターフェース３８０のディスプレイのために、１つ以上のリモートコンピュータシ
ステム２４０に、分析ユニット３６０によって出力されてよく、また、例えば、ユーザ情
報データベース３２０において格納されてよい。クエリー結果は、また、例えば、ネット
ワーク２３０を介して、サーバー２１０又は他の装置に分析ユニット３６０によって出力
されてよい。
【００８３】
　クエリーパラメータは、問い合わせ言語（例えば、選択（ＳＥＬＥＣＴ）、から（ＦＲ
ＯＭ）、どこ（ＷＨＥＲＥ）等）、数学的なオペレーター（例えば、より大きい、より小
さい、同じ、以上、以下等）、論理結合（例えば、ＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ等）を含んでよ
い。クエリーパラメータは、気象情報データベース３４０に格納されている現在の、歴史
的な、及び予測の気象データ及び気象関連警告、確認３３６及びユーザ特定の場所３２２
、気象コンディション３２８、通知閾値３３２、及びユーザ情報データベース３２０に格
納された手順３２６を備えてよい。追加的に、クエリーパラメータは、ユーザ関連の場所
、出力を視認するユーザの役割、及びユーザに与えられた信任及び特権に基づくアクセス
制限に限定されないが含んでいる、ユーザ提供のデータ又は情報を含んでよい。
【００８４】
　クエリー３３４は、例えば、気象情報データベース３４０に格納された現在の、歴史的
な、及び予測の気象及び気象関連警告の場所への、ユーザ情報データベース３２０に格納
された場所の近傍の地理空間の分析を行うために用いられてよい。クエリー３３４は、場
所３２２の全て、あるいは、場所３２２に関連するユーザ選択の基準を満足する全ての場
所３２２における地理空間の分析を行うように定義されてよい。例えば、設備タイプ情報
が場所３２２に関連する場合、ユーザは、設備タイプ（例えば、店、セルタワー等）を選
択する。クエリー３３４は、気象情報データベース３４０に格納された気象コンディショ
ンのいくつかに関する、地理空間の分析を行うように定義されてよい。例えば、ユーザは
、現在のコンディション、稲妻、じょう乱警告、予測データ、地震、野火等を選択してよ
い。クエリー３３４は、コンディションステートメントを含むように定義されてよい。例
えば、ユーザは、閾値、規模、現象からの距離、タイミング等を選択してよい。クエリー
３３４は、この場所３３２がクエリーパラメータに合致するかを決定するために、分析ユ
ニット３６０によって実行されてよい。クエリー３３４は、あるコンディションステート
メントの履行に基づいて、ダウンストリームクエリー活動を開始してよい。
【００８５】
　クエリー結果は、例えば、クエリー３３４を満たし、及び／又は、場所３２２における
気象影響を満足する場所３２２に関する情報の列に関するテーブルとして、出力されてよ
い。システム２００は、ユーザがこの後に、上に置く地図、あるいは、場所３２２におけ
る気象影響についてのより多い詳細のいずれかを視認するためのテーブルにて与えられた
記録を選択してよいように構成されてよい。クエリー３３４結果は、リアルタイム又は準
リアルタイムにてデータを動的に更新する状態で、結果を提示する「ダッシュボード」タ
イプのモジュールとして出現してよい。図４Ｂに戻って参照して、例えば、ユーザ特定の
クエリーの結果は、クエリーモジュール４７０と同様なモジュールとして、グラフィカル
ユーザインターフェースによって出力されてよい。図４Ｂに図示されている例において、
クエリーモジュール４７０は、４つのユーザ定義の結果を示している。まず、（この例、
６９において）昨日５インチを超える雪を受けたユーザ特定の場所３２２（例えば、店）
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の数、（この例、１０３において）氷が予測されたユーザ特定の場所３２２の数、（この
例、５において）昨日１．５インチを超える雨を受けたユーザ特定の場所３２２の数、及
び（この例、２５において）毎時５５マイルを超える風が予測されるユーザ特定の場所３
２２の数。
【００８６】
　図１３は、毎時２０マイルを超える現在の風の観測の５マイル内の「店」として識別さ
れた場所３２２を決定するための例示のクエリー１３００を図示する。図１３に図示され
た例示の実施形態において、クエリー結果は、テーブル１３２０及びマップオーバーレイ
１３８０として出力される。
【００８７】
　１つの例において、分析ユニット３６０は、気象情報データベース３４０が更新される
ように、クエリー３３４を自動的に、継続的に、繰り返し、及び／又は（例えば、予め定
められた又はユーザ特定の時間間隔にて）定期的に繰り返してよい。クエリー３３４は、
多数の気象コンディション３２８、多数の場所３２２、及び例えば時間単位、日単位、週
単位、季節単位、及び／又は年単位のような様々な時限を含んでよい。この例において、
分析ユニット３３４は、グラフィカルユーザインターフェース３８０によって出力される
情報を動的に更新することによって、クエリー結果を視覚化してよい。クエリー３３４を
実行するときに、分析ユニット３６０は、（ユーザ情報データベース３２０、あるいは、
気象情報データベース３４０に格納されてよい）クエリーパラメータによって識別される
データ（例えば、ユーザデータ、あるいは、気象関連データ）を読み込んでよく、要求さ
れる場合に、（例えば、ランダムアクセスメモリに）データを一時的に格納してよく、及
びクエリーパラメータを満たすデータの一部を識別することによってクエリー結果（又は
、結果たち）を決定してよい。
【００８８】
　システム２００は、クエリー３３４に応じて実行されるために、１つ以上のダウンスト
リームクエリー活動の識別をユーザに可能にしてよい。ダウンストリームクエリー活動は
、例えば、クエリーを満足する場所における個人にメッセージを出力することのように、
例えば、自動的に開始されるビジネス決定を含んでよい。メッセージ及び／又はビジネス
決定は、販売、マーケティング、広告、輸送、安全等に関連してよい。ダウンストリーム
クエリー活動に関連するクエリー３３４の結果を出力すること及び／又は格納することの
後に、分析ユニット３６０は、関連するダウンストリームクエリー活動を同時に又は準同
時に開始してよい。システム２００は、また、多数のクエリー３３４の選択をユーザに可
能にしてよく、及び多数のクエリー３３４は、分析ユニット３６０によって同時に又は準
同時に実行されてよい。システム２００は、また、グラフィカルユーザインターフェース
３８０を介して、ユーザに関連するクエリー３３４の視認及び修正をユーザに可能にする
ように構成されてよい。
【００８９】
　分析ユニット３６０は、クエリー３３４に関連する気象情報データベース３４０からの
、関連する気象データ及び気象関連警告データを分析してよい。クエリー３３４における
コンディションステートメントに基づいて、分析ユニット３６０は、ユーザへの気象ベー
スのガイダンスを出力するために、及びユーザによって特定されるいくつかのダウンスト
リームクエリー活動を行うために、従来の統計学の手法を利用してよい。また、コンディ
ションステートメントに基づいて、クエリーは、過去の気象コンディションに関する過去
の気象に統計的に関連してよく、未来の気象、及び多変量分析を含んでいるこのような決
定を行うためのいくつかの及び／又は全ての知られた統計的な及び量的な手法を用いる、
未来のビジネス決定のために推奨をプロジェクトしてよい。
【００９０】
　クエリー３３４に要求されるときに、分析ユニット３６０は、また、例えば、現在の気
象コンディション、過去の、現在の、及び将来の稲妻、じょう乱報告、熱帯気象報告及び
予測、一般的な予測データ、地震の警告及び警報、及び野火の警告及び警報のような、気
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象アセスメント機能を利用してよい。これらの機能は、グラフィカルユーザインターフェ
ース３８０及び／又は分析ユニット３６０にプリインストールされてよい。一度、分析ユ
ニット３６０がクエリーパラメータを満足するクエリー結果を識別すると、クエリー結果
は、分析ユニット３６０によって、グラフィカルユーザインターフェース３８０に出力さ
れてよい。
【００９１】
　クエリー結果は、グラフィカル表示、数の表示、テーブル、チャート、あるいは、含ま
れた自己充足の循環ウィンドウ、又は、ダッシュボード図４００内のモジュール、あるい
は、図１の地図ビュー内の視覚的表示としてユーザに有用ないくつかの他の表示において
出現してよい。クエリー結果は、ウェブブラウザ及びインターネットをサポートする、い
くつかのコンピュータシステム２５０及び／又は２６０にて出現してよい。クエリー結果
は、発明者又は他のサードパーティによって設計された地図におけるフォーマットに互換
性のあるいくつかの地理学情報システムにおいて表示されてよい。クエリー３３４は、ク
エリー結果の単純化された視覚化を提供するために、気象及び／又は地図有り又は無しの
結果を表示してよい。
【００９２】
　クエリー３３４は、グラフィカルユーザインターフェース３８０を介して、ユーザによ
って実行されてよい。ユーザが実行するためのクエリーを選択するとき、ユーザ情報デー
タベースは、分析ユニット３６０にクエリー３３４を送信する。分析ユニット３６０は、
データを受信し、これを格納し、及びクエリー３３４を完結するように要求されたデータ
を決定し、及び気象情報データベース３４０からのデータにアクセスする。分析ユニット
３６０は、クエリー３３４に関連する気象情報データベース３４０からの関連データを分
析する。一度、分析ユニット３６０がクエリー３３４の分析を完結すると、クエリー結果
は、分析ユニット３６０からグラフィカルユーザインターフェース３８０に送信される。
ユーザは、好ましくは、グラフィカルユーザ３８０における動的な更新を介するこの要求
されたデータを視覚化する。多数のクエリー３３４がユーザによってひと時に実行されて
よく、これらのクエリー３３４の結果は、自己充足の循環コンテンツウィンドウ、又は、
グラフィカルユーザインターフェース３８０の地図ビュー１００内のモジュールとして出
現してよい。ダウンストリームクエリー活動がユーザによって設定された場合、グラフィ
カルユーザインターフェース３８０は、クエリー結果の表示と共に同時にこれらを開始す
るであろう。クエリー３３４は、また、グラフィカルユーザインターフェース３８０の内
部で、循環するコンテンツモジュールにおいて連続的に実行してよい。このようなクエリ
ー３３４は、データの継続的な流れに基づいて、リアルタイムにてこの結果を継続的に更
新してよい。ユーザは、いくつかの時にクエリー３３４においていくつかのクエリーパラ
メータを変更してよく、クエリー結果は、上述のプロセスを介して、グラフィカルユーザ
インターフェース３８０にて動的に更新するであろう。
【００９３】
ヌル警告
　システム２００は、ヌル警告を出力するように構成されてよい。例えば、国家気象サー
ビスは、区域のための吹雪の警告を発行してよい。システム２００を用いている組織が区
域におけるユーザ特定の場所３２２を有する場合、これらは、ＮＷＳ発行の公の吹雪の警
告に基づいて、通知を受信してよい。気象情報データベース３４０は、しかしながら、吹
雪によって影響をうけないかもしれないユーザ特定の場所３２２を決定するためにシステ
ム２００が用いることができる、より特有な情報を含んでよい。例えば、システム２００
は、ユーザ特有の場所に関する気象情報が予め定義されたリスクトリガに合致しないこと
を決定してよい。
【００９４】
　従って、分析ユニット３６０は、気象情報データベース３４０の気象データに基づいて
、悪いコンディションがユーザ特定の場所３２２に影響しないであろうことを決定してよ
く、及び、悪いコンディションがユーザ特定の場所３２２に影響しないであろうことの決



(26) JP 2018-190442 A 2018.11.29

10

20

30

40

50

定に応じて、ヌル警告を出力してよい。ヌル警告は、グラフィカルユーザインターフェー
スを介して、あるいは、電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット
、スマートフォン通知、又は電話メッセージ等を出力してよい。
【００９５】
　ヌル警告は、上述の確認リンクを含んでよい。確認機能は、ユニット又は会社全体とし
ての代理としてこの確認を行うことを認証されたユーザによって識別された個別の人員３
２４のみに利用可能に生成されてよい。認証は段階的であってよい。例えば、区域に責任
があるユーザは、区域内の場所のための警告を確認することが可能となっているのみであ
ってよいが、このユーザの区域管理者は、より大きな区域内の場所３２２のための警告の
確認を可能にしてよい。認証された人員３２４の識別は、ユーザ情報データベース３２０
に格納されてよい
【００９６】
　システム２００は、管理ユーザ及び管理者がヌル警告を視認することを許容するように
、及び、どの人員３２４がヌル警告を確認したか又は確認しなかったかを識別することを
許容するように構成されてよい。例えば、部署は、組織内で、あるいは、多数の場所の現
場の人員内で先頭にたつ。従って、システム２００は、何が確認されたか及び確認されな
かったかの監視によって、危険な又は逃した機会を識別することを管理者及び管理ユーザ
に可能にする。
【００９７】
　好ましい実施形態が上記で明らかにされたが、本明細書の開示にふれた当業者は、他の
実施形態が発明の範囲内で理解され得ることについて、容易に理解するであろう。例えば
、ハードウエアコンポーネント、ソフトウエアモジュール及び同様なもの特定の数の開示
は、限定というよりも例示である。従って、本発明は、添付の請求によってのみ限定され
るものと解釈されるべきである。
【００９８】
（付記１）
　複数の地理的位置に関連する気象データを格納するように構成された気象情報データベ
ースと、
　ユーザからの少なくとも１つのユーザ特定の場所及び少なくとも１つのユーザ特定の気
象照会を受信するように構成されたグラフィカルユーザインターフェースと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザから受信した前記ユーザ
特定の場所及び前記ユーザ特定の気象照会を格納するように構成されたユーザ情報データ
ベースと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、前記ユーザ特定の気象照会に基づ
いて前記ユーザ特定の場所に関連する前記気象データを前記ユーザに出力するように構成
された分析ユニットと、
　を備えるシステム。
（付記２）
　前記気象データは、複数の現在の、歴史的な、及び／又は予測の気象コンディション及
び／又は複数の気象関連警告を含む、
　付記１に記載のシステム。
（付記３）
　前記気象関連警告は、川洪水警報、雷雨監視ボックス、トルネード監視ボックス、メソ
スケールディスカッション、ポリゴン警告、地域／国家警告、展望、報告、監視、特別気
象声明、稲妻警告、雷雨警告、豪雨警告、強風警告、高温又は低温警告、小規模じょう乱
報告、地震、及び／又はハリケーンの影響予測を含んでいる、
　付記２に記載のシステム。
（付記４）
　前記ユーザ特定の場所は、設備場所である、
　付記１に記載のシステム。
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（付記５）
　前記ユーザ特定の場所は、道路の一部、線路の一部、及び／又は２つ以上の前記地理的
位置の間の直線の又は非直線の道である、
　付記１に記載のシステム。
（付記６）
　前記分析ユニットは、モバイルコンピュータシステムの場所に基づいて、ユーザ定義の
場所を決定するように構成され、
　前記モバイルコンピュータシステムは、前記モバイルコンピュータシステムの前記場所
を決定するように構成された場所検出ユニットを備え、
　前記モバイルコンピュータシステムは、前記モバイルコンピュータシステムの前記場所
を、ネットワークを介して前記分析ユニットに出力するように構成される、
　付記１に記載のシステム。
（付記７）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、
　前記ユーザ特定の気象照会は、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つのユー
ザ特定の気象コンディションを出力するように構成され、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つのユーザ特
定の気象コンディションを、前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユー
ザに出力するように構成される、
　付記１に記載のシステム。
（付記８）
　前記複数の気象コンディションは、現在の気象コンディション、歴史的な気象コンディ
ション、あるいは、予測の気象コンディションを含む、
　付記７に記載のシステム。
（付記９）
　前記気象情報データベースは、更新された気象データを受信するように構成され、
　前記分析ユニットは、前記更新された気象データに基づいて、前記ユーザに出力される
前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションを更新するように構成される、
　付記７に記載のシステム。
（付記１０）
　前記分析ユニットは、前記ユーザに出力される前記少なくとも１つのユーザ特定の気象
コンディションを自動的に及び繰り返し更新するように構成される、
　付記９に記載のシステム。
（付記１１）
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、前記ユーザから、複数のモジュールから
の少なくとも１つのモジュールの選択を受信するように更に構成されており、
　前記分析ユニットは、前記モジュールを介して、前記ユーザに、前記ユーザ特定の場所
に関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションを出力するように構成
されている、
　付記７に記載のシステム。
（付記１２）
　前記グラフィックユーザインターフェースは、複数のモジュールからの前記少なくとも
１つのモジュールの前記選択に基づいて、前記ユーザから前記ユーザ特定の気象照会を受
信するように構成されている、
　付記１１に記載のシステム。
（付記１３）
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、ユーザ特定のタイムフレームを前記ユー
ザから受信するように更に構成されており、
　前記分析ユニットは、前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、前記ユーザ
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に、前記ユーザ特定の場所及び前記ユーザ特定のタイムフレームに関連する前記少なくと
も１つのユーザ特定の気象コンディションを出力するように構成されている、
　付記１２に記載のシステム。
（付記１４）
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、複数のモジュールからの前記少なくとも
１つのモジュールの前記選択に基づいて、前記ユーザ特定のタイムフレームを前記ユーザ
から受信するように構成されている、
　付記１３に記載のシステム。
（付記１５）
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、前記ユーザから、前記複数のモジュール
からの第１のモジュール及び第２のモジュールの選択を受信するように更に構成されてお
り、
　前記ユーザ特定の気象照会は、第１のユーザ特定の気象コンディション及び第２のユー
ザ特定の気象コンディションを含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記第１のモジュールを介して前記ユーザ特定の場所に関連する
前記第１のユーザ特定の気象コンディション、及び、前記第２のモジュールを介して前記
ユーザ特定の場所に関連する前記第２のユーザ特定の気象コンディションを出力するよう
に構成されている、
　付記１２に記載のシステム。
（付記１６）
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、時限のためにスクリーンの一部に前記第
１のモジュールを表示し、前記時限の後に、前記時限のために前記スクリーンの前記一部
に前記第２のモジュールを表示する、
　付記１５に記載のシステム。
（付記１７）
　前記少なくとも１つのユーザ特定の場所は、第１の場所及び第２の場所を含み、
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、前記ユーザから、前記複数のモジュール
からの第１のモジュール及び第２のモジュールの選択を受信するように更に構成されてお
り、
　前記分析ユニットは、前記第１のモジュールを介して前記第１の場所に関連する前記ユ
ーザ特定の気象コンディション、及び、前記第２のモジュールを介して前記ユーザ特定の
場所に関連する前記第２のユーザ特定の気象コンディションを出力するように構成されて
いる、
　付記１２に記載のシステム。
（付記１８）
　前記グラフィカルユーザインターフェースは、時限のためにスクリーンの一部に前記第
１のモジュールを表示し、前記時限の後に、前記時限のために前記スクリーンの前記一部
に前記第２のモジュールを表示する、
　付記１７に記載のシステム。
（付記１９）
　前記気象データは、第１の時間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少な
くとも１つのユーザ特定の気象コンディションを有する第１の気象データ、及び第２の時
間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の気象
コンディションを有する第２の気象データであって、前記第２の時間は前記第１の時間の
後である第２の気象データを含み、
　前記分析ユニットは、
　　前記第２の時間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つの
ユーザ特定の気象コンディションを出力し、
　　前記第２の時間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つの
ユーザ特定の気象コンディションと、前記第１の時間に決定された前記ユーザ特定の場所
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に関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションを比較し、
　　前記比較が前記少なくとも１つのコンディションにおける増加又は減少を示している
か否かを決定し、そうである場合、前記少なくとも１つのコンディションにおける増加又
は減少が、予め定められた閾値以上であるか否かを決定し、
　　前記比較が前記少なくとも１つの比較における増加又は減少が前記予め定められた閾
値以上であることを示す場合、前記モジュールを介して通知を出力する、
　ように更に構成されている、
　付記１１に記載のシステム。
（付記２０）
　前記分析ユニットは、前記増加又は前記減少をグラフィカルに表示することによって、
前記通知を出力するように構成されている、
　付記１９に記載のシステム。
（付記２１）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の場所を格納するように構成されて
おり、
　前記ユーザ特定の気象照会は、ユーザ定義のクエリーを含んでおり、
　前記分析ユニットは、
　　前記複数のユーザ特定の場所のどれが前記ユーザ定義のクエリーを満たすかを決定し
、
　　前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記ユーザ特定の場所を、前記ユーザに前記グラ
フィカルユーザインターフェースを介して出力する、
　ように構成されている、
　付記１に記載のシステム。
（付記２２）
　前記分析ユニットは、前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記ユーザ特定の場所のリス
トを、前記ユーザに、前記グラフィカルユーザインターフェースを介して出力するように
構成されている、
　付記２１に記載のシステム。
（付記２３）
　前記分析ユニットは、前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記ユーザ特定の場所の可視
指示を含んでいる地図を、前記ユーザに、前記グラフィカルユーザインターフェースを介
して出力するように構成されている、
　付記２２に記載のシステム。
（付記２４）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象関連警告を含み、
　前記ユーザ特定のクエリーは、前記複数の気象関連警告の少なくとも１つの気象関連警
告を含み、
　前記分析ユニットは、前記分析ユニットが、前記気象情報データベースが前記複数のユ
ーザ特定の場所において前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを決定すること
によって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否か
を決定するように構成されている、ように構成されている、
　付記２１に記載のシステム。
（付記２５）
　前記ユーザ特定のクエリーは、ユーザ特定の距離閾値を更に含み、
　前記分析ユニットは、前記分析ユニットが、前記気象情報データベースが前記複数のユ
ーザ特定の場所から前記距離閾値以内の前記地理的位置の１つにおける前記少なくとも１
つの気象関連警告を含むか否かの決定によって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記
ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するように構成されている、ように構成され
ている、
　付記２４に記載のシステム。
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（付記２６）
　前記ユーザ特定のクエリーは、ユーザ特定の時限を更に含み、
　前記分析ユニットは、前記分析ユニットが、前記気象情報データベースが前記複数のユ
ーザ特定の場所における前記ユーザ特定の時限の間に前記少なくとも１つの気象関連警告
が発行されたことを示すか否かの決定によって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記
ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するように構成されている、ように構成され
ている、
　付記２４に記載のシステム。
（付記２７）
　前記気象情報データベースは、更新された気象データを繰り返し受信するように構成さ
れており、
　前記分析ユニットは、前記更新された気象データが前記複数のユーザ特定の場所におけ
る前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを決定するように構成されている、
　付記２４に記載のシステム。
（付記２８）
　前記分析ユニットは、前記更新された気象データが前記複数のユーザ特定の場所におけ
る前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを、自動的に及び繰り返し、決定する
ように構成されている、
　付記２４に記載のシステム。
（付記２９）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、
　前記ユーザ特定のクエリーは、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つのユー
ザ特定の気象コンディション、及び前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディショ
ンに関連する気象関連閾値を含み、
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以下であるか
　を前記気象データが示すか否かの決定によって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前
記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するように構成されている、
　付記２１に記載のシステム。
（付記３０）
　前記ユーザ特定のクエリーは、ユーザ特定の距離閾値を更に含み、
　前記分析ユニットは、前記分析ユニットが、前記少なくとも１つの気象コンディション
が、
　　前記複数のユーザ特定の場所からの前記ユーザ特定の距離閾値以下の１つの前記地理
的位置における前記気象関連閾値以上であるか、又は
　　前記複数のユーザ特定の場所からの前記ユーザ特定の距離閾値以下の１つの前記地理
的位置における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かの決定によって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前
記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するように構成されている、ように構成さ
れている、
　付記２９に記載のシステム。
（付記３１）
　前記ユーザ特定クエリーは、ユーザ特定の時限を更に含み、
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定時限の間に前記気象関連閾値以
上であったか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定時限の間に前記気象関連閾値以
下であったか、
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　を示す気象関連データを前記気象情報データベースが示すか否かの決定によって、前記
複数のユーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するよう
に構成されている、
　付記２９に記載のシステム。
（付記３２）
　前記気象情報データベースは、更新された気象データを繰り返し受信するように構成さ
れており、
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所において前記気象閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所において前記気象閾値以したであるか、
　を前記気象データが示すか否かを決定するように構成されている、
　付記２９に記載のシステム。
（付記３３）
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かを、自動的に及び繰り返し決定するように構成される、
　付記２９に記載のシステム。
（付記３４）
　前記分析ユニットは、前記複数のユーザ特定の場所のどれが前記ユーザ定義のクエリー
を満たすかの決定に基づいて、ビジネス活動を開始するように構成される、
　付記２１に記載のシステム。
（付記３５）
　前記ビジネス活動は、前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数のユーザ特定の場所
へのメッセージを出力することを含む、
　付記３４に記載のシステム。
（付記３６）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関する複数の気象関連警告を含み、
　前記ユーザ特定の気象照会は、前記複数の気象関連警告の少なくとも１つの気象関連警
告を含み、
　前記分析ユニットは、
　　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少
なくとも１つの気象関連警告を前記気象データが含むか否かを決定し、
　　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少
なくとも１つの気象関連警告を前記気象データが含むか否かの決定に応じて、前記ユーザ
に通知を出力するように構成される、
　付記１に記載のシステム。
（付記３７）
　前記気象情報データベースは、更新された気象データを繰り返し受信するように構成さ
れており、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によっ
て特定される前記少なくとも１つの気象関連警告を前記更新された気象データが含むか否
かを決定するように構成される、
　付記３６に記載のシステム。
（付記３８）
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によっ
て特定される前記気象関連警告を前記更新された気象データが含むか否かを、自動的に及
び繰り返し決定するように構成される、
　付記３７に記載のシステム。
（付記３９）
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　前記ユーザ情報データベースは、前記ユーザに関連するユーザプロファイルを含む、複
数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを格納するように更に構成されており、
　前記ユーザに関連する前記ユーザプロファイルは、前記ユーザに関連するユーザの役割
を含み、
　前記通知は、前記ユーザの役割に基づいている、
　付記３６に記載のシステム。
（付記４０）
　前記分析ユニットは、前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザに
前記通知を出力するように構成されている、
　付記３６に記載のシステム。
（付記４１）
　前記分析ユニットは、電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット
、スマートフォン通知、あるいは、電話メッセージを介して、前記通知を前記ユーザに出
力するように構成されている、
　付記３６に記載のシステム。
（付記４２）
　通知は、テキスト、グラフィックス、地図、アニメーション、オーディオ、オーディオ
へのリンク、ビデオ、及び／又はビデオへのリンクを含む、
　付記３６に記載のシステム。
（付記４３）
　前記ユーザ情報データベースは、少なくとも１つのユーザ特定の手順を格納するように
構成されており、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によっ
て特定される前記少なくとも１つの気象関連警告を前記気象データが含むか否かの前記決
定に応じて、前記ユーザ特定の手順を出力するように更に構成されている、
　付記３６に記載のシステム。
（付記４４）
　前記通知は、手順リンクを含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記手順リンクのユーザ選択に応じて、前記ユーザ特定の手順を
出力するように構成されている、
　付記４３に記載のシステム。
（付記４５）
　前記ユーザ特定の手順は、前記通知に含まれている、
　付記４３に記載のシステム。
（付記４６）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は複数の受信者の１人に関連し、前記複数の受信者は
前記ユーザを含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記ユーザに関連する前記ユーザ特定の手順を出力するように構
成されている、
　付記４３に記載のシステム。
（付記４７）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は、前記複数の気象関連警告に関連し、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少なくとも１
つの気象関連警告に関連する前記ユーザ特定の手順を出力するように構成されている、
　付記４３に記載のシステム。
（付記４８）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は、複数の場所に関連しており、前記複数の場所は、
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前記ユーザ特定の場所を含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の場所に関連する前記ユーザ特定の手順を出力す
るように構成されている、
　付記４３に記載のシステム。
（付記４９）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は、複数のユーザの役割に関連しており、前記複数の
ユーザの役割は、前記ユーザに関連する役割を含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記ユーザに関連する前記ユーザの役割に関連する前記ユーザ特
定の手順を出力するように構成されている、
　付記４３に記載のシステム。
（付記５０）
　前記分析ユニットは、
　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのための前記ユーザへの確認リンクを出
力し、
　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信し、
　前記ユーザ情報データベースに前記確認を格納する、
　ように更に構成されている、
　付記３５に記載のシステム。
（付記５１）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを
格納するように更に構成されており、前記複数のユーザは前記ユーザを含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を
、前記ユーザインターフェースを介して前記複数のユーザの何人かへ出力するように更に
構成されている、
　付記５０に記載のシステム。
（付記５２）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを
格納するように更に構成されており、前記複数のユーザは前記ユーザを含んでおり、
　前記分析ユニットは、
　　前記ユーザに関する前記ユーザプロファイルに基づいて、前記ユーザが前記通知を確
認するように認証されているか否かを決定し、
　　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのために前記ユーザに確認リンクを出
力し、
　　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信し、
　　前記ユーザ情報データベースの前記確認を格納する、
　ように更に構成されている、
　付記３５に記載のシステム。
（付記５３）
　前記分析ユニットは、前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を
、前記ユーザインターフェースを介して前記複数のユーザの何人かへ出力するように更に
構成されている、
　付記５２に記載のシステム。
（付記５４）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、
　前記ユーザ特定の気象照会は、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つのユー
ザ特定のコンディションと、前記少なくとも１つの気象コンディションに関連する気象関
連通知閾値を含み、
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記



(34) JP 2018-190442 A 2018.11.29

10

20

30

40

50

ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値より少ない、同じ、より多いことを前記
気象データが示すか否かを決定し、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディショ
ンが、
　　前記ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値以上であるか、又は
　　前記ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値以下であるか
　を示す前記気象データを決定することに応じて、通知を前記ユーザに出力するにように
構成されており、
　付記１に記載のシステム。
（付記５５）
　前記気象情報データベースは、更新された気象データを繰り返し受信するように構成さ
れており、
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記
ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値より少ない、同じ、より多いことを示し
ている気象データを前記更新された気象データが含むか否かを決定するように構成されて
いる、
　付記５４に記載のシステム。
（付記５６）
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記
ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値より少ない、同じ、より多いことを示し
ている気象データを前記更新された気象データが含むか否かを、自動的に及び繰り返し、
決定するように構成されている、
　付記５５に記載のシステム。
（付記５７）
　前記ユーザ情報データベースは、前記ユーザに関連するユーザプロファイルを含んでい
る、複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを格納するように構成されており
、
　前記ユーザに関連する前記ユーザ関連プロファイルは、前記ユーザに関連するユーザの
役割を含み、
　前記通知は、前記ユーザの役割に基づいている、
　付記５４に記載のシステム。
（付記５８）
　前記分析ユニットは、前記通知を前記ユーザに前記グラフィカルユーザインターフェー
スを介して出力するように構成されている、
　付記５４に記載のシステム。
（付記５９）
　前記分析ユニットは、電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット
、スマートフォン通知、あるいは、電話メッセージを介して、前記通知を前記ユーザに出
力するように構成されている、
　付記５４に記載のシステム。
（付記６０）
　通知は、テキスト、グラフィックス、地図、アニメーション、オーディオ、オーディオ
へのリンク、ビデオ、及び／又はビデオへのリンクを含む、
　付記５４に記載のシステム。
（付記６１）
　前記ユーザ情報データベースは、少なくとも１つのユーザ特定の手順を格納するように
構成されており、
　前記分析ユニットは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが前記ユ
ーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、前記ユーザ特定の場所に
おける前記気象関連通知閾値以下であることを前記気象データが示すか否かの決定に応じ
て、前記ユーザ特定の手順を出力するように更に構成されている、
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　付記５４に記載のシステム。
（付記６２）
　前記通知は、手順リンクを備えており、
　前記分析ユニットは、前記手順リンクのユーザ選択に応じて、前記ユーザ特定の手順を
出力するように構成されている、
　付記６１に記載のシステム。
（付記６３）
　前記ユーザ特定の手順は、前記通知において含まれる、
　付記６１に記載のシステム。
（付記６４）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は複数の受信者の１人に関連し、前記複数の受信者は
前記ユーザを含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記ユーザに関連する前記ユーザ特定の手順を出力するように構
成されている、
　付記６１に記載のシステム。
（付記６５）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は、前記複数の気象コンディションに関連しており、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少なくとも１
つのユーザ特定の気象コンディションに関連する前記ユーザ特定の手順を出力するように
構成されている、
　付記６１に記載のシステム。
（付記６６）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は、複数の場所に関連しており、前記複数の場所は、
前記ユーザ特定の場所を含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記ユーザ特定の場所に関連する前記ユーザ特定の手順を出力す
るように構成されている、
　付記６１に記載のシステム。
（付記６７）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザ特定の手順を格納するように構成されて
おり、前記ユーザ特定の手順の各々は、複数のユーザの役割に関連しており、前記複数の
ユーザの役割は、前記ユーザに関連する役割を含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記ユーザに関連する前記ユーザの役割に関連する前記ユーザ特
定の手順を出力するように構成されている、
　付記６１に記載のシステム。
（付記６８）
　前記分析ユニットは、
　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのための前記ユーザへの確認リンクを出
力し、
　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信し、
　前記ユーザ情報データベースに前記確認を格納する、
　ように更に構成されている、
　付記５４に記載のシステム。
（付記６９）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを
格納するように更に構成されており、前記複数のユーザは前記ユーザを含んでおり、
　前記分析ユニットは、前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を
、前記ユーザインターフェースを介して前記複数のユーザへ出力するように更に構成され
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ている、
　付記６８に記載のシステム。
（付記７０）
　前記ユーザ情報データベースは、複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを
格納するように更に構成されており、前記複数のユーザは前記ユーザを含んでおり、
　前記分析ユニットは、
　　前記ユーザに関する前記ユーザプロファイルに基づいて、前記ユーザが前記通知を確
認するように認証されているか否かを決定し、
　　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのために前記ユーザに確認リンクを出
力し、
　　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信し、
　　前記ユーザ情報データベースの前記確認を格納する、
　ように更に構成されている、
　付記５４に記載のシステム。
（付記７１）
　前記分析ユニットは、前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を
、前記ユーザインターフェースを介して前記複数のユーザへ出力するように更に構成され
ている、
　付記７０に記載のシステム。
（付記７２）
　前記気象データは、前記ユーザ特定の場所を含んでいる区域のための悪いコンディショ
ンを指示している気象関連警告を含んでおり、
　前記ユーザ特定の気象照会は、ヌル警告を出力するか否かを決定するための命令を含み
、
　前記分析ユニットは、前記気象情報データベースに格納されている前記気象データに基
づいて、前記悪いコンディションが前記ユーザ特定の場所に影響しないであろうか否かを
決定し、前記悪いコンディションが前記ユーザ特定の場所に影響しないであろうことの決
定に応じて、ヌル警告を出力するように更に構成されている、
　付記１に記載のシステム。
（付記７３）
　前記分析ユニットは、前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、前記ヌル警
告を出力するように構成されている、
　付記７２に記載のシステム。
（付記７４）
　前記分析ユニットは、電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット
、スマートフォン通知、あるいは、電話メッセージを介して、前記ヌル警告を出力するよ
うに構成されている、
　付記７２に記載のシステム。
（付記７５）
　複数の地理的位置に関連する気象データを受信するステップと、
　グラフィカルユーザインターフェースを介してユーザから、少なくとも１つのユーザ特
定の場所及び少なくとも１つのユーザ特定の気象照会を受信するステップと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザから受信した、前記ユー
ザ特定の場所及び前記ユーザ特定の気象照会を格納するステップと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、前記ユーザ特定の気象照会に基づ
いて前記ユーザ特定の場所に関連する前記気象データを前記ユーザに出力するステップと
、
　を含む方法。
（付記７６）
　前記気象データは、複数の現在の、歴史的な、及び予測の気象コンディション及び複数
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の気象関連警告を含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記７７）
　前記気象データは、複数の気象関連警告を含んでおり、前記気象関連警告は、川洪水警
報、雷雨監視ボックス、トルネード監視ボックス、メソスケールディスカッション、ポリ
ゴン警告、地域／国家警告、展望、報告、監視、特別気象声明、稲妻警告、雷雨警告、豪
雨警告、強風警告、高温又は低温警告、小規模じょう乱報告、地震、又はハリケーンの影
響予測を含んでいる、
　付記７６に記載の方法。
（付記７８）
　前記ユーザ特定の場所は、設備場所である、
　付記７５に記載の方法。
（付記７９）
　前記ユーザ特定の場所は、道路の一部、線路の一部、又は２つ以上の前記地理的位置の
間の直線の又は非直線の道である、
　付記７５に記載の方法。
（付記８０）
　ネットワークを介してモバイルコンピュータシステムの場所を前記モバイルデバイスか
ら受信するステップであって、前記モバイル装置の前記場所は、前記モバイルコンピュー
タシステムの前記場所を決定するように構成された場所検出ユニットによって決定される
ステップと、
　モバイルコンピュータシステムの場所に基づいて、前記ユーザ定義の場所を決定するス
テップと、を更に含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記８１）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、前記ユーザ特定の気象照会は、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つのユー
ザ特定の気象コンディションを出力するように構成され、前記方法は、
　前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディショ
ンを、前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザに出力するステップ
、を更に含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記８２）
　前記複数の気象コンディションは、現在の気象コンディション、歴史的な気象コンディ
ション、あるいは、予測の気象コンディションを含む、
　付記８１に記載の方法。
（付記８３）
　更新された気象データを受信するステップと、
　前記更新された気象データに基づいて、前記ユーザに出力される前記少なくとも１つの
ユーザ特定の気象コンディションを更新するステップと、を更に含む、
　付記８１に記載の方法。
（付記８４）
　更新された気象データを受信するステップは、前記ユーザに出力される前記少なくとも
１つのユーザ特定の気象コンディションを自動的に及び繰り返し更新するステップを含む
、
　付記８３に記載の方法。
（付記８５）
　複数のモジュールからの少なくとも１つのモジュールの選択を、前記ユーザから、前記
グラフィカルユーザインターフェースを介して受信するステップと、
　前記モジュールを介して前記ユーザに前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも
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１つのユーザ特定の気象コンディションを出力するステップと、を更に含む、
　付記８１に記載の方法。
（付記８６）
　前記ユーザ特定の気象照会は、複数のモジュールからの前記少なくとも１つのモジュー
ルの前記選択に基づいて、前記ユーザから受信される、
　付記８５に記載の方法。
（付記８７）
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、ユーザ特定のタイムフレームを前
記ユーザから受信するステップと、
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、前記ユーザに、前記ユーザ特定の
場所及び前記ユーザ特定のタイムフレームに関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の
気象コンディションを出力するステップと、を更に含む、
　付記８６に記載の方法。
（付記８８）
　ユーザ特定のタイムフレームを前記ユーザから受信するステップは、複数のモジュール
からの前記少なくとも１つのモジュールの選択に基づいて、前記ユーザ特定のタイムフレ
ームを決定するステップを含む、
　付記８７に記載の方法。
（付記８９）
　前記ユーザ特定の気象照会は、第１のユーザ特定の気象コンディション、及び第２のユ
ーザ特定の気象コンディションを含み、
　前記ユーザから、前記複数のモジュールからの第１のモジュール及び第２のモジュール
の選択を受信するステップと、
　前記第１のモジュールを介して前記ユーザ特定の場所に関連する前記第１のユーザ特定
の気象コンディション、及び、前記第２のモジュールを介して前記ユーザ特定の場所に関
連する前記第２のユーザ特定の気象コンディションを出力するステップと、を更に含む、
　付記８８に記載の方法。
（付記９０）
　時限のためにスクリーンの一部に前記第１のモジュールを表示し、前記時限の後に、前
記時限のために前記スクリーンの前記一部に前記第２のモジュールを表示するステップ、
を更に含む、
　付記８９に記載の方法。
（付記９１）
　前記少なくとも１つのユーザ特定の場所は、第１の場所及び第２の場所を含み、
　前記ユーザから、前記複数のモジュールからの第１のモジュール及び第２のモジュール
の選択を受信するステップと、
　前記第１のモジュールを介して前記第１の場所に関連する前記ユーザ特定の気象コンデ
ィション、及び、前記第２のモジュールを介して前記ユーザ特定の場所に関連する前記第
２のユーザ特定の気象コンディションを出力するステップと、を更に含む、
　付記８６に記載の方法。
（付記９２）
　時限のためにスクリーンの一部に前記第１のモジュールを表示し、前記時限の後に、前
記時限のために前記スクリーンの前記一部に前記第２のモジュールを表示するステップ、
を更に含む、
　付記９１に記載の方法。
（付記９３）
　前記気象データは、第１の時間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少な
くとも１つのユーザ特定の気象コンディションを有する第１の気象データ、及び第２の時
間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の気象
コンディションを有する第２の気象データであって、前記第２の時間は前記第１の時間の
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後である第２の気象データを含み、
　　前記第２の時間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つの
ユーザ特定の気象コンディションを出力するステップと、
　　前記第２の時間に決定された前記ユーザ特定の場所に関連する前記少なくとも１つの
ユーザ特定の気象コンディションと、前記第１の時間に決定された前記ユーザ特定の場所
に関連する前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションを比較するステップと
、
　　前記比較が前記少なくとも１つのコンディションにおける増加又は減少を示している
か否かを決定し、そうである場合、前記少なくとも１つのコンディションにおける増加又
は減少が、予め定められた閾値以上であるか否かを決定するステップと、
　　前記比較が前記少なくとも１つの比較における増加又は減少が前記予め定められた閾
値以上であることを示す場合に、前記モジュールを介して通知を出力するステップと、を
更に含む、
　付記８５に記載の方法。
（付記９４）
　前記通知は、前記増加又は前記減少をグラフィカルに表示することによって表示される
、
　付記９３に記載の方法。
（付記９５）
　前記ユーザ特定の気象照会は、ユーザ定義のクエリーを含んでおり、
　複数のユーザ特定の場所を格納するステップと、
　前記複数のユーザ特定の場所のどれが前記ユーザ定義のクエリーを満たすかを決定する
ステップと、
　前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記ユーザ特定の場所を、前記ユーザに前記グラフ
ィカルユーザインターフェースを介して出力するステップと、を更に含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記９６）
　前記ユーザ特定の場所は、リストにおいて出力される、
　付記９５に記載の方法。
（付記９７）
　前記ユーザ特定の場所は、前記ユーザ特定の場所の可視指示を含んでいる地図を介して
出力される、
　付記９５に記載の方法。
（付記９８）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象関連警告を含み、及び
、前記ユーザ特定のクエリーは、前記複数の気象関連警告の少なくとも１つの気象関連警
告を含み、
　前記気象データが前記複数のユーザ特定の場所において前記少なくとも１つの気象関連
警告を含むか否かを決定することによって、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユー
ザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するステップ、を更に含む、
　付記９５に記載の方法。
（付記９９）
　前記ユーザ特定のクエリーは、ユーザ特定の距離閾値を更に含み、及び、前記気象デー
タが前記複数のユーザ特定の場所から前記距離閾値以内の前記地理的位置の１つにおける
前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを決定することを含むことによって、前
記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するス
テップ、を更に含む、
　付記９８に記載の方法。
（付記１００）
　前記ユーザ特定のクエリーは、ユーザ特定の時限を更に含み、及び、前記複数のユーザ
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特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定する前記ステップは、
前記気象データが前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の時限の間に前記
少なくとも１つの気象関連警告が発行されたことを示すか否かの決定するステップを含む
、
　付記９８に記載の方法。
（付記１０１）
　更新された気象データを繰り返し受信し、前記更新された気象データが前記複数のユー
ザ特定の場所における前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを決定するステッ
プを更に含む、
　付記９８に記載の方法。
（付記１０２）
　前記更新された気象データが前記複数のユーザ特定の場所における前記少なくとも１つ
の気象関連警告を含むか否かを決定するステップは、前記更新された気象データが前記複
数のユーザ特定の場所における前記少なくとも１つの気象関連警告を含むか否かを、自動
的に及び繰り返し、決定するステップを含む、
　付記９８に記載の方法。
（付記１０３）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、前記ユーザ特定のクエリーは、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つのユー
ザ特定の気象コンディション、及び前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディショ
ンに関連する気象関連閾値を含み、前記複数のユーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義の
クエリーを満たすか否かを決定する前記ステップは、前記少なくとも１つのユーザ特定の
気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かの決定するステップを含む、
　付記９５に記載の方法。
（付記１０４）
　前記ユーザ特定のクエリーは、ユーザ特定の距離閾値を更に含み、及び、前記複数のユ
ーザ特定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するステップは、
前記少なくとも１つの気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所からの前記ユーザ特定の距離閾値以下の１つの前記地理
的位置における前記気象関連閾値以上であるか、又は
　　前記複数のユーザ特定の場所からの前記ユーザ特定の距離閾値以下の１つの前記地理
的位置における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かの決定するステップを含む、
　付記１０３に記載の方法。
（付記１０５）
　前記ユーザ特定クエリーは、ユーザ特定の時限を更に含み、及び、前記複数のユーザ特
定の場所各々が前記ユーザ定義のクエリーを満たすか否かを決定するステップが、
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定時限の間に前記気象関連閾値以
上であったか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記ユーザ特定時限の間に前記気象関連閾値以
下であったか、
　を示す気象関連データを前記気象情報データベースが示すか否かの決定するステップを
含む、
　付記１０３に記載の方法。
（付記１０６）
　更新された気象データを繰り返し受信するステップと、
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　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所において前記気象閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所において前記気象閾値以したであるか、
　を前記気象データが示すか否かを決定するステップと、を更に含む、
　付記１０３に記載の方法。
（付記１０７）
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションを前記気象データが含むか否か
を決定する前記ステップは、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以上であるか、又は、
　　前記複数のユーザ特定の場所における前記気象関連閾値以下であるか、
　を前記気象データが示すか否かを、自動的に及び繰り返し決定するステップ、を含む、
　付記１０３に記載の方法。
（付記１０８）
　前記複数のユーザ特定の場所のどれが前記ユーザ定義のクエリーを満たすかの決定に基
づいて、ビジネス活動を開始するステップ、を含む、
　付記９５に記載の方法。
（付記１０９）
　前記ビジネス活動を開始するステップは、前記ユーザ定義のクエリーを満たす前記複数
のユーザ特定の場所へのメッセージを出力するステップ、を含む、
　付記１０８に記載の方法。
（付記１１０）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関する複数の気象関連警告を含み、前記ユ
ーザ特定の気象照会は、前記複数の気象関連警告の少なくとも１つの気象関連警告を含み
、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を前記気象データが含むか否かを決定するステップと、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を前記気象データが含むか否かの決定に応じて、前記ユーザに
通知を出力するステップ、を更に含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記１１１）
　更新された気象データを繰り返し受信するステップと、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を前記更新された気象データが含むか否かを決定するステップ
と、を更に含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１１２）
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を前記更新された気象データが含むか否かを決定するステップ
は、前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記気
象関連警告を前記更新された気象データが含むか否かを、自動的に及び繰り返し決定する
ステップ、を含む、
　付記１１１に記載の方法。
（付記１１３）
　前記ユーザに関連するユーザプロファイルを含む、複数のユーザに関連する複数のユー
ザプロファイルを受信するステップと、
　前記ユーザに関連するユーザの役割を受信するステップと、を更に含み、
　前記通知は、前記ユーザの役割に基づいている、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１１４）
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　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザに前記通知を出力するス
テップ、更に含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１１５）
　電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット、スマートフォン通知
、あるいは、電話メッセージを介して、前記通知を前記ユーザに出力するステップ、を更
に含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１１６）
　通知は、テキスト、グラフィックス、地図、アニメーション、オーディオ、オーディオ
へのリンク、ビデオ、及び／又はビデオへのリンクを含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１１７）
　少なくとも１つのユーザ特定の手順を格納するステップと、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を前記気象データが含むか否かの前記決定に応じて、前記ユー
ザ特定の手順を出力するステップと、を更に含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１１８）
　前記通知は、手順リンクを含んでおり、
　前記手順リンクのユーザ選択に応じて、前記ユーザ特定の手順を出力するステップ、を
更に含む、
　付記１１７に記載の方法。
（付記１１９）
　前記ユーザ特定の手順は、前記通知に含まれている、
　付記１１７に記載の方法。
（付記１２０）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
複数の受信者の１人に関連し、前記複数の受信者は前記ユーザを含んでいるステップと、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を、前記気象データが含むか否かの決定に応じて、前記ユーザ
に関連する前記ユーザ特定の手順を前記ユーザに出力するステップと、を更に含む、
　付記１１７に記載の方法。
（付記１２１）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
、前記複数の気象関連警告に関連するステップと、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を、前記気象データが含むか否かの決定に応じて、前記ユーザ
特定の気象照会によって特定される前記少なくとも１つの気象関連警告に関連する前記ユ
ーザ特定の手順を出力するステップと、を更に含む、
　付記１１７に記載の方法。
（付記１２２）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
、複数の場所に関連しており、前記複数の場所は、前記ユーザ特定の場所を含んでおり、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を、前記気象データが含むか否かの決定に応じて、前記ユーザ
特定の場所に関連する前記ユーザ特定の手順を出力するステップと、を更に含む、
　付記１１７に記載の方法。
（付記１２３）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
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、複数のユーザの役割に関連しており、前記複数のユーザの役割は、前記ユーザに関連す
る役割を含んでいるステップと、
　前記ユーザ特定の場所における前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少な
くとも１つの気象関連警告を、前記気象データが含むか否かの決定に応じて、前記ユーザ
に関連する前記ユーザの役割に関連する前記ユーザ特定の手順を出力するステップと、を
更に含む、
　付記１１７に記載の方法。
（付記１２４）
　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのために前記ユーザへの確認リンクを出
力するステップと、
　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信するステップと、
　前記確認を格納するステップと、を更に含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１２５）
　複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを格納するステップであって、前記
複数のユーザは前記ユーザを含むステップと、
　前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を、前記ユーザインター
フェースを介して前記複数のユーザへ出力するステップと、を更に含む、
　付記１２４に記載の方法。
（付記１２６）
　複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを格納するステップであって、前記
複数のユーザは前記ユーザを含んでいるステップと、
　前記ユーザに関する前記ユーザプロファイルに基づいて、前記ユーザが前記通知を確認
するように認証されているか否かを決定するステップと、
　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのために前記ユーザに確認リンクを出力
するステップと、
　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信するステップと、
　前記確認を格納するステップと、を更に含む、
　付記１１０に記載の方法。
（付記１２７）
　前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を、前記ユーザインター
フェースを介して前記複数のユーザへ出力するステップを更に含む、
　付記１２６に記載の方法。
（付記１２８）
　前記気象データは、前記複数の地理的位置に関連する複数の気象コンディションを含み
、及び、前記ユーザ特定の気象照会は、前記複数の気象コンディションの少なくとも１つ
のユーザ特定のコンディションと、前記少なくとも１つの気象コンディションに関連する
気象関連通知閾値を含み、
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記ユーザ特定の場所にお
ける前記気象関連通知閾値より少ない、同じ、より多いことを前記気象データが示すか否
かを決定し、前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、
　　前記ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値以上であるか、又は
　　前記ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値以下であるか
　を示す前記気象データを決定することに応じて、通知を前記ユーザに出力するステップ
、を更に含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記１２９）
　更新された気象データを繰り返し受信するステップと、
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記ユーザ特定の場所にお
ける前記気象関連通知閾値より少ない、同じ、より多いことを示している気象データを前
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記更新された気象データが含むか否かを決定するステップと、を更に含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１３０）
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記ユーザ特定の場所にお
ける前記気象関連通知閾値より少ない、同じ、より多いことを示している気象データを前
記更新された気象データが含むか否かを決定するステップは、前記少なくとも１つのユー
ザ特定の気象コンディションが、前記ユーザ特定の場所における前記気象関連通知閾値よ
り少ない、同じ、より多いことを示している気象データを前記更新された気象データが含
むか否かを、自動的に及び繰り返し、決定するステップを含む、
　付記１２９に記載の方法。
（付記１３１）
　前記ユーザに関連するユーザプロファイルを含んでいる、複数のユーザに関連する複数
のユーザプロファイルを受信するステップと、
　前記ユーザに関連するユーザの役割を受信するステップと、更に含み、
　前記通知は、前記ユーザの役割に基づいている、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１３２）
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して前記ユーザに前記通知を出力するス
テップ、更に含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１３３）
　電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット、スマートフォン通知
、あるいは、電話メッセージを介して、前記通知を前記ユーザに出力するステップ、を更
に含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１３４）
　通知は、テキスト、グラフィックス、地図、アニメーション、オーディオ、オーディオ
へのリンク、ビデオ、及び／又はビデオへのリンクを含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１３５）
　少なくとも１つのユーザ特定の手順を格納するステップと、
　前記少なくとも１つのユーザ特定の気象コンディションが、前記ユーザ特定の場所にお
ける前記気象関連通知閾値以上であるか、あるいは、前記ユーザ特定の場所における前記
気象関連通知閾値以下であるかを前記気象データが示すことの前記決定に応じて、前記ユ
ーザ特定の手順を出力するステップと、を更に含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１３６）
　前記通知は、手順リンクを含んでおり、
　前記手順リンクのユーザ選択に応じて、前記ユーザ特定の手順を出力するステップ、を
更に含む、
　付記１３５に記載の方法。
（付記１３７）
　前記ユーザ特定の手順は、前記通知に含まれている、
　付記１３５に記載の方法。
（付記１３８）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
複数の受信者の１人に関連し、前記複数の受信者は前記ユーザを含んでいるステップと、
　前記ユーザに関連する前記ユーザ特定の手順を出力するステップと、を更に含む、
　付記１３５に記載の方法。
（付記１３９）
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　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
、前記複数の気象コンディションに関連するステップと、
　前記ユーザ特定の気象照会によって特定される前記少なくとも１つのユーザ特定の気象
コンディションに関連する前記ユーザ特定の手順を出力するステップと、を更に含む、
　付記１３５に記載の方法。
（付記１４０）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
、複数の場所に関連しており、前記複数の場所は、前記ユーザ特定の場所を含んでおり、
　前記ユーザ特定の場所に関連する前記ユーザ特定の手順を出力するステップと、を更に
含む、
　付記１３５に記載の方法。
（付記１４１）
　複数のユーザ特定の手順を格納するステップであって、前記ユーザ特定の手順の各々は
、複数のユーザの役割に関連しており、前記複数のユーザの役割は、前記ユーザに関連す
る役割を含んでいるステップと、
　前記ユーザに関連する前記ユーザの役割に関連する前記ユーザ特定の手順を出力するス
テップと、を更に含む、
　付記１３５に記載の方法。
（付記１４２）
　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのために前記ユーザへの確認リンクを出
力するステップと、
　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信するステップと、
　前記確認を格納するステップと、を更に含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１４３）
　複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを格納するステップであって、前記
複数のユーザは前記ユーザを含むステップと、
　前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を、前記ユーザインター
フェースを介して前記複数のユーザへ出力するステップと、を更に含む、
　付記１４２に記載の方法。
（付記１４４）
　複数のユーザに関連する複数のユーザプロファイルを格納するステップであって、前記
複数のユーザは前記ユーザを含んでいるステップと、
　前記ユーザに関する前記ユーザプロファイルに基づいて、前記ユーザが前記通知を確認
するように認証されているか否かを決定するステップと、
　前記通知の受信を確認するために、前記ユーザのために前記ユーザに確認リンクを出力
するステップと、
　前記確認リンクのユーザ選択に応じて、前記通知の確認を受信するステップと、
　前記確認を格納するステップと、を更に含む、
　付記１２８に記載の方法。
（付記１４５）
　前記通知の前記確認が前記ユーザから受信されたか否かの指示を、前記ユーザインター
フェースを介して前記複数のユーザへ出力するステップを更に含む、
　付記１４４に記載の方法。
（付記１４６）
　前記気象データは、前記ユーザ特定の場所を含んでいる区域のための悪いコンディショ
ンを指示している気象関連警告を含んでおり、前記ユーザ特定の気象照会は、ヌル警告を
出力するか否かを決定するための命令を含み、
　前記気象データに基づいて、前記悪いコンディションが前記ユーザ特定の場所に影響し
ないであろうか否かを決定し、前記悪いコンディションが前記ユーザ特定の場所に影響し
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ないであろうことの決定に応じて、ヌル警告を出力することを決定するステップ、を更に
含む、
　付記７５に記載の方法。
（付記１４７）
　前記グラフィカルユーザインターフェースを介して、前記ヌル警告を出力するステップ
、を更に含む、
　付記１４６に記載の方法。
（付記１４８）
　電子メール、テキストメッセージ、スマートフォンウィジェット、スマートフォン通知
、あるいは、電話メッセージを介して、前記ヌル警告を出力するステップ、を更に含む、
　付記１４６に記載の方法。
　

【図１】 【図２】
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